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南アルプス！ロコf

いいね！
を押して
応援してね♥

長ネギのキウイマリネ

●作り方
　①長ネギは食べやすい大きさに切って、
　　蒸すかグリルなどで焼いて、火を通す。
　②ジャム、酢、塩をよく混ぜて１のネギを漬け込む（冷蔵庫で半日程度）。

コミュニティプールに併設された施設です。自主トレーニ
ングができる機材があり、自由に利用することができる
よ！（初回は講習あり）

南アルプス市桃園 1600 ／  TEL 055-284-3333  ／  
9：00～21：30  ／  月曜、年末年始休館／  市内者 １回
２００円（高校生以上）

　今年の４月、夫が地域おこし
協力隊に就任し、芦安に越して
来ました。夫は昔から山登りが
好きで、「山のそばに住んでみた
いなぁ」と夢をこぼすこともあ
りました。タイミングよく地域
おこし協力隊の募集を見つけ、
仕事内容が彼の希望する生き方
と一致していたので、移住・転
職することを決めました。
　とはいえ、子どもが生まれた
ばかりのタイミングだったので
「何も今じゃなくても！」と思い
ましたよ（笑） 新しい家族のカタ
チに慣れてからでもいいのに
なぁ～と。 でも、やはり一度きり
の人生は悔いなく選択したいで
すし、好きなことに取り組む夫
を応援したい気持ちもあって、
南アルプス市に来ることにしま
した。

どちらも素敵な土地
　故郷は名古屋のすぐ近くでし

たし、次の引っ越し先も東京
だったので、実は「野の暮らし」
というものは初めてです。まだ 1
年経っていないので、驚くこと
ばかり。
　例えば、以前の暮らしには当
たり前にあった、夜間に開いて
いる小児科や広場がないことに
は、最初少し戸惑いました。ここ
ではみんな、日中に時間を工面
してなんとか用を済まし、夜は
じっとしているというスローな
生活を送ってるんだなと。
　あとは、子どもを遊ばせなが
らお母さんがお茶できるよう
な、フラットでオシャレなカ
フェが少ないことは本当
に寂しい！でも  　

青山 晃代さん移住者
interview

櫛形トレーニングルーム

◆居住履歴

愛知県生まれ  →  東京 →　　　　 
＼南アルプス市／ 
スタイルの違いを楽しみながら、丁
寧な子育て・暮らしにトライ！

料理監修 : Chizuru Aoki

スタイルごとの豊かな暮らし

毎日が
アウトドアみたい！

市内の特産品を使った
リメイクスイーツを
紹介します！

その代わりに、美味しいお水と
豊かな自然がある。故郷のお米
をずっと食べているんですが、
　　　　芦安のお水で炊くと別
　　　　　　物みたいに美味し
　

いんです。 夜はすぐ真っ暗で
シーンとなりますが、ものすご
い数の星が見えます。この土地
でしかできない楽しさを見出し
ながら、暮らしていきたいです。

はっぴ
ぃ

倶楽部

●材料
　長ネギ………２本　　キウイジャム………大さじ２
　塩 ……………少々
　酢 ……………大さじ１／２～お好みで
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　今年も確定申告の時期が近づいてきました。 この申告は市民税・県民税、国民健
康保険税、介護保険料等を決定し、福祉、医療、教育資金等の給付の資料や所得証明
書のもとになるものです。申告もれのないよう期限までに必ず提出しましょう。

お問合せ／税務課  ☎282-7379

確定申告
の準備はお早めに！

【お問合せ】東京地方税理士会甲府支部 事務局　☎233-1318

❶小規模納税者のための確定申告無料相談   高額所得･譲渡所得のある方はご遠慮ください。
税理士による無料申告相談会

◆１月29日（月）～31日（水） 甲府市総合市民会館   ３階 大会議室
◆２月１日（木）、２日（金） 甲府市北公民館　　   ３階 大ホール
◆２月16日（金） 甲府市総合市民会館   ３階 会議室４
◆２月19日（月）～22日（木） 甲府市総合市民会館   ２階 講義室２

❷年金受給者・給与所得者で医療費控除の申告をされる方の相談会

開催日 / 場所

開催日 / 場所

時　間

時　間

10：00～12：00、 13：00～16：00 （受付は午前午後とも終了時間30分前まで）

◆２月５日（月）、６日（火） 甲府市総合市民会館　３階 大会議室
10：00～12：00、 13：00～16：00 （受付は午前午後とも終了時間30分前まで）

甲府税務署での申告書作成会場
２月16日（金）～３月15日（木） ※土、日は除きます。開催日

9：00～17：00 （受付 8：30～）時　間

甲府税務署  甲府市丸の内1-1-18  甲府合同庁舎場　所

※休日の開催日は、２月18日（日）と２月25日（日）の２日間です。

窓口サービスセンターでの住民税申告
窓口サービスセンターでの住民税申告相談については、２月５日（月）と２月６日（火）に行ないます。
※芦安窓口サービスセンターは２月６日（火）のみです。　※本庁 税務課窓口では、上記の期間にかかわらず３月15日（木）まで行ないます。
※収入が公的年金等のみの方については、住民税申告をする必要がない場合があります。詳しくは、税務課までお問い合わせください。

平成29年分の
申告納税の期限

所得税 贈与税 個人消費税

3月15日（木）3月15日（木） 4月2日（月）

市役所での確定申告

◆２月16日（金）～ 28日（水）
　南アルプス市役所 甲西支所 ２階会議室

◆３月２日（金）～ 15日（木）
　南アルプス市健康福祉センター ２階会議室

期間 / 場所

※詳しくは、
　２月号の広報紙で
　お知らせします。

国税の申告は便利なe-Taxで！
e-Taxとは、所得税、消費税、贈与税等国税の申告書作成から提出までが、自宅やオフィスからインターネットで行なえ
るシステムです。 所得税の確定申告も会場へ出かける必要がありません。
利用するには事前に準備が必要になります。 詳しくは、国税庁ホームページでご確認ください。

申告には毎年マイナンバーが必要です
【本人確認書類について】
◆マイナンバーカードをお持ちの方･･･マイナンバーカードのみで番号+身元の確認が可能ですのでマイナンバーカードをお持ちください。
◆マイナンバーカードをお持ちでない方･･･マイナンバーを確認できる書類（通知カード、マイナンバーの記載のある住民票または住民票
　記載事項証明書のうちいずれか一つ）と身元確認書類（運転免許証、健康保険証、パスポート、障害者手帳、在留カードなどのうちいずれか
　一つ）の二種類の書類をお持ちください。

確定申告には、マイナンバーの記載+本人確認書類の
提示が必要です。

【お問合せ】税務課  ☎282-7379

【お問合せ】税務課  ☎282-7379【お問合せ】甲府税務署　☎254-6105

確定申告書作成相談会

◆２月７日（水）  玉穂総合会館　　◆２月８日（木）  甲斐市役所　　◆２月９日（金）  須玉ふれあい館
◆２月13日（火）  南アルプス市消防本部 ２階多目的ホール　　◆２月14日（水）  韮崎市民交流センター「ニコリ」

開催日 / 場所

時　間 10：00～12：00、 13：00～16：00

税務署職員等が確定申告書について相談受付を行ないます。 ただし、譲渡・贈与・相続関係は除きます。

【お問合せ】甲府税務署　☎254-6105

新
年
の

　
ご
あ
い
さ
つ

市 

長

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
今
年
は
戌
年
で
す
。
広
報
の
表
紙
に
か
わ
い
い
甲
斐
犬
を
掲
載

い
た
し
ま
し
た
。

　
本
市
は
天
然
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念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
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斐
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」発
祥
の
地
と
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て
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。

　
甲
斐
犬
は
も
と
も
と
山
岳
地
帯
で
の
猟
犬
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

し
た
が
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
は
家
庭
犬
と
し
て
愛
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
飼
い
主
に
忠
実
で
賢
く
、
岩
場
な
ど
で
鍛
え
ら
れ

た
脚
力
を
持
つ
犬
と
し
て
全
国
に
も
フ
ァ
ン
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
も
甲
斐
犬
に
あ
や
か
り
強
い
足
腰
で
、
目
標
に
向
け
て
飛
躍

の
年
と
な
る
様
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、本
市
は
平
成
三
十
年
度
に
は
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
と
、

有
利
な
合
併
特
例
債
の
活
用
期
間
が
終
了
す
る
た
め
、
こ
れ
以
降
は
今

ま
で
と
同
規
模
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
状
況
と
な

り
ま
す
。
こ
う
し
た
難
局
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
健
全
財
政
を
堅
持
し

続
け
る
た
め
に
は
、
財
政
規
模
の
縮
減
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
市
の
課
題
は
明
白
で
あ
る
た
め
、
既
に
、
将
来

負
担
の
軽
減
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
公
共
施
設
再
配
置
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」に
よ
り
、
施
設
の
再
編
を
推
進
し
て
お
り
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す
。
特
に

平
成
三
十
年
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、
三
年
間
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集
中
取
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組
み
期
間
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最
終
年
度

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
計
画
中
の
再
配
置
関
連
事
業
を
重
点
的

に
実
施
・
完
結
さ
せ
、
市
民
目
線
を
重
視
し
た
、
新
た
な「
地
域
市

民
の
拠
り
所
」の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
財
源
の
減
額
期
を
迎

え
な
が
ら
も
、
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要
な
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政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
市
民

目
線
を
念
頭
に
置
い
た
、
よ
り
一
層
の
事
務
事
業
の
見
直
し
や
、
創

意
工
夫
に
よ
る
業
務
改
善
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
平
成
三
十
一
年

度
に
は
、
確
実
に
財
政
規
模
の
縮
減
が
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
度
は
合
併
か
ら
十
五
周
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

合
併
以
降
今
日
ま
で
、
市
民
と
共
に
市
の
魅
力
を
創
出
し
、
磨
き
上

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
十
年
、
二
十
年
先
の
将
来
を
見
据
え

た「
ま
ち
づ
く
り
」を
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
取
り
組
み
、
更
な
る

本
市
の
発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　今年も確定申告の時期が近づいてきました。 この申告は市民税・県民税、国民健
康保険税、介護保険料等を決定し、福祉、医療、教育資金等の給付の資料や所得証明
書のもとになるものです。申告もれのないよう期限までに必ず提出しましょう。

お問合せ／税務課  ☎282-7379

確定申告
の準備はお早めに！

【お問合せ】東京地方税理士会甲府支部 事務局　☎233-1318

❶小規模納税者のための確定申告無料相談   高額所得･譲渡所得のある方はご遠慮ください。
税理士による無料申告相談会

◆１月29日（月）～31日（水） 甲府市総合市民会館   ３階 大会議室
◆２月１日（木）、２日（金） 甲府市北公民館　　   ３階 大ホール
◆２月16日（金） 甲府市総合市民会館   ３階 会議室４
◆２月19日（月）～22日（木） 甲府市総合市民会館   ２階 講義室２

❷年金受給者・給与所得者で医療費控除の申告をされる方の相談会

開催日 / 場所

開催日 / 場所

時　間

時　間

10：00～12：00、 13：00～16：00 （受付は午前午後とも終了時間30分前まで）

◆２月５日（月）、６日（火） 甲府市総合市民会館　３階 大会議室
10：00～12：00、 13：00～16：00 （受付は午前午後とも終了時間30分前まで）

甲府税務署での申告書作成会場
２月16日（金）～３月15日（木） ※土、日は除きます。開催日

9：00～17：00 （受付 8：30～）時　間

甲府税務署  甲府市丸の内1-1-18  甲府合同庁舎場　所

※休日の開催日は、２月18日（日）と２月25日（日）の２日間です。

窓口サービスセンターでの住民税申告
窓口サービスセンターでの住民税申告相談については、２月５日（月）と２月６日（火）に行ないます。
※芦安窓口サービスセンターは２月６日（火）のみです。　※本庁 税務課窓口では、上記の期間にかかわらず３月15日（木）まで行ないます。
※収入が公的年金等のみの方については、住民税申告をする必要がない場合があります。詳しくは、税務課までお問い合わせください。

平成29年分の
申告納税の期限

所得税 贈与税 個人消費税

3月15日（木）3月15日（木） 4月2日（月）

市役所での確定申告

◆２月16日（金）～ 28日（水）
　南アルプス市役所 甲西支所 ２階会議室

◆３月２日（金）～ 15日（木）
　南アルプス市健康福祉センター ２階会議室

期間 / 場所

※詳しくは、
　２月号の広報紙で
　お知らせします。

国税の申告は便利なe-Taxで！
e-Taxとは、所得税、消費税、贈与税等国税の申告書作成から提出までが、自宅やオフィスからインターネットで行なえ
るシステムです。 所得税の確定申告も会場へ出かける必要がありません。
利用するには事前に準備が必要になります。 詳しくは、国税庁ホームページでご確認ください。

申告には毎年マイナンバーが必要です
【本人確認書類について】
◆マイナンバーカードをお持ちの方･･･マイナンバーカードのみで番号+身元の確認が可能ですのでマイナンバーカードをお持ちください。
◆マイナンバーカードをお持ちでない方･･･マイナンバーを確認できる書類（通知カード、マイナンバーの記載のある住民票または住民票
　記載事項証明書のうちいずれか一つ）と身元確認書類（運転免許証、健康保険証、パスポート、障害者手帳、在留カードなどのうちいずれか
　一つ）の二種類の書類をお持ちください。

確定申告には、マイナンバーの記載+本人確認書類の
提示が必要です。

【お問合せ】税務課  ☎282-7379

【お問合せ】税務課  ☎282-7379【お問合せ】甲府税務署　☎254-6105

確定申告書作成相談会

◆２月７日（水）  玉穂総合会館　　◆２月８日（木）  甲斐市役所　　◆２月９日（金）  須玉ふれあい館
◆２月13日（火）  南アルプス市消防本部 ２階多目的ホール　　◆２月14日（水）  韮崎市民交流センター「ニコリ」

開催日 / 場所

時　間 10：00～12：00、 13：00～16：00

税務署職員等が確定申告書について相談受付を行ないます。 ただし、譲渡・贈与・相続関係は除きます。

【お問合せ】甲府税務署　☎254-6105
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岳
地
帯
で
の
猟
犬
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

し
た
が
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
は
家
庭
犬
と
し
て
愛
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
飼
い
主
に
忠
実
で
賢
く
、
岩
場
な
ど
で
鍛
え
ら
れ

た
脚
力
を
持
つ
犬
と
し
て
全
国
に
も
フ
ァ
ン
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
も
甲
斐
犬
に
あ
や
か
り
強
い
足
腰
で
、
目
標
に
向
け
て
飛
躍

の
年
と
な
る
様
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、本
市
は
平
成
三
十
年
度
に
は
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
と
、

有
利
な
合
併
特
例
債
の
活
用
期
間
が
終
了
す
る
た
め
、
こ
れ
以
降
は
今

ま
で
と
同
規
模
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
状
況
と
な

り
ま
す
。
こ
う
し
た
難
局
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
健
全
財
政
を
堅
持
し

続
け
る
た
め
に
は
、
財
政
規
模
の
縮
減
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
市
の
課
題
は
明
白
で
あ
る
た
め
、
既
に
、
将
来

負
担
の
軽
減
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
公
共
施
設
再
配
置
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」に
よ
り
、
施
設
の
再
編
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
特
に

平
成
三
十
年
度
は
、
三
年
間
の「
集
中
取
り
組
み
期
間
」の
最
終
年
度

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
計
画
中
の
再
配
置
関
連
事
業
を
重
点
的

に
実
施
・
完
結
さ
せ
、
市
民
目
線
を
重
視
し
た
、
新
た
な「
地
域
市

民
の
拠
り
所
」の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
財
源
の
減
額
期
を
迎

え
な
が
ら
も
、
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
市
民

目
線
を
念
頭
に
置
い
た
、
よ
り
一
層
の
事
務
事
業
の
見
直
し
や
、
創

意
工
夫
に
よ
る
業
務
改
善
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
平
成
三
十
一
年

度
に
は
、
確
実
に
財
政
規
模
の
縮
減
が
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
度
は
合
併
か
ら
十
五
周
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

合
併
以
降
今
日
ま
で
、
市
民
と
共
に
市
の
魅
力
を
創
出
し
、
磨
き
上

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
十
年
、
二
十
年
先
の
将
来
を
見
据
え

た「
ま
ち
づ
く
り
」を
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
取
り
組
み
、
更
な
る

本
市
の
発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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ごみの減量化、資源化にご協力を！

分ければ資源・混ぜればごみ分ければ資源・混ぜればごみ

古着の回収をしています古着の回収をしています

生ごみを減量しよう！生ごみを減量しよう！

ゴミの出し方出前講座を行なっていますゴミの出し方出前講座を行なっています

市で収集したカン、ビン、新聞紙、雑誌などの資源物は有価物となり市の収入になっています。
地区の資源ごみ回収や資源回収センターの積極的なご利用をお願いします。

皆さま一人一人が、ごみの減量化に取り組んでいただくことで経費が削減できます。
可燃ごみ・不燃ごみとして出されているものには、まだまだ多くの資源物が混ざって
います。皆さまのご家庭でもごみの分別をもう一度見直して、ごみ減量化のさらなる
取り組みをお願いします。

（市民1人当たり）

南アルプス市ではごみ処理にかかる費用
は年間約５億４,500万円となっており、
市民1人当たりに換算すると約7,566円
となります。

可 

燃
不 

燃
資 

源

市では、家庭から出る生ごみの減量化を推進するため、生ごみ処理機器の購入費用の一部を補助しています。
詳しくは環境課までお問い合わせください。

毎週水曜日 8：30～19：00（祝日は除く）
市役所 環境課 衣類回収ボックス
汚れ・破損のひどいもの、おむつ、下着、水着、学校名・社名の入った服
洗濯をし、完全に乾いた状態のものを衣類回収ボックスに入れてください（袋等はお持ち帰りください）

「ごみの出し方がわからない」「地区でごみの分別について講習会を開きたい」など、
ごみの減量化やリサイクルについて市民の皆さまにもっと知っていただくため、市の職員がごみの分別についての講座
を行なっています。自治会や各種団体など、ご希望の際はお気軽に環境課までお問い合わせください。

新聞紙・広告・雑誌・
ダンボール・紙パック・その他紙

カン・ビン・ペットボトル・
その他プラスチック

小型家電製品
（携帯電話、炊飯器など）

お問合せ／環境課　☎282-6097

ごみ処理にかかる費用

約7,566円

～ごみの減量化と資源の有効利用のため、古着を回収しています～
収　 集　 日　 時
収　 集　 場　 所
収集できないもの
古 着 の 出 し 方

資源に
なるもの

コミュニティバスへの
車体広告を募集します！
　市では、「コミュニティバスを地域みんなで育てる」意識を広めていく取り組みのひとつとして、企業や事業所等から
サポーターとして応援協力をいただくことを目的にバス車体への有料広告を募集します。
　コミュニティバスは、民間の路線バスが運行されていない地域などを中心に市民の公共交通として運行しています。
　市民の皆さんや企業等からの応援をいただき、「市民のための市民のバス」として育て、利用していただくことが、これ
からの運行継続につながります。
　趣旨等をご理解いただき、企業・事業所・商店のPRなど多くの応募をお待ちしています。

募 集 開 始 平成30年１月９日（火）から

広 告 枠 数 コミュニティバス５台×６カ所

広告主負担  34,000円程度
（広告掲載料とは別に負担が必要になります）

掲 載 期 間

広告作成費

１年間

車体側面  24，000円（年間：１カ所）
車体背面  26，000円（年間：１カ所）

応募・お問合せ／交通政策室  ☎282-6074

掲    載    料

右

　側

　面

背

　
　
　面

左

　側

　面

❹ ❺

❶

❻

❷ ❸

広 告 規 格 車体側面  縦30㎝ × 横110㎝
車体背面  縦30㎝ × 横120㎝

サイズ ： 縦 30㎝ × 横 110㎝

広告掲載例
❶～❺

サイズ ： 縦 30㎝ × 横 120㎝
❻

    45



ごみの減量化、資源化にご協力を！

分ければ資源・混ぜればごみ分ければ資源・混ぜればごみ

古着の回収をしています古着の回収をしています

生ごみを減量しよう！生ごみを減量しよう！

ゴミの出し方出前講座を行なっていますゴミの出し方出前講座を行なっています

市で収集したカン、ビン、新聞紙、雑誌などの資源物は有価物となり市の収入になっています。
地区の資源ごみ回収や資源回収センターの積極的なご利用をお願いします。

皆さま一人一人が、ごみの減量化に取り組んでいただくことで経費が削減できます。
可燃ごみ・不燃ごみとして出されているものには、まだまだ多くの資源物が混ざって
います。皆さまのご家庭でもごみの分別をもう一度見直して、ごみ減量化のさらなる
取り組みをお願いします。

（市民1人当たり）

南アルプス市ではごみ処理にかかる費用
は年間約５億４,500万円となっており、
市民1人当たりに換算すると約7,566円
となります。

可 

燃
不 

燃
資 

源

市では、家庭から出る生ごみの減量化を推進するため、生ごみ処理機器の購入費用の一部を補助しています。
詳しくは環境課までお問い合わせください。

毎週水曜日 8：30～19：00（祝日は除く）
市役所 環境課 衣類回収ボックス
汚れ・破損のひどいもの、おむつ、下着、水着、学校名・社名の入った服
洗濯をし、完全に乾いた状態のものを衣類回収ボックスに入れてください（袋等はお持ち帰りください）

「ごみの出し方がわからない」「地区でごみの分別について講習会を開きたい」など、
ごみの減量化やリサイクルについて市民の皆さまにもっと知っていただくため、市の職員がごみの分別についての講座
を行なっています。自治会や各種団体など、ご希望の際はお気軽に環境課までお問い合わせください。

新聞紙・広告・雑誌・
ダンボール・紙パック・その他紙

カン・ビン・ペットボトル・
その他プラスチック

小型家電製品
（携帯電話、炊飯器など）
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からの運行継続につながります。
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CLIP
Minamialps-City Information

 

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
は
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
な
ど
の
地
域
が
抱
え
る
人
と
農
地
の
問
題

を
解
決
し
、
地
域
の
将
来
像
を
検
討
し
て
い
く
た
め
の
計
画

人
・
農
地
プ
ラ
ン

地
域
に
お
け
る
話
し
合
い

開
催
の
お
知
ら
せ

内

　容
　
通
報
、
搬
出
、
消
火
訓
練
等

※

深
向
院
に
は
釈
迦
如
来

　
座
像（
県
指
定
文
化
財
）

　
等
の
貴
重
な
文
化
財
が

　
あ
り
ま
す
。

　
当
日
は「
文
化
財
の
説

明
」や「
消
火
器
等
の
取
扱

い
指
導
」も
行
な
い
ま
す
の

で
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
消
防
本
部 

予
防
課
　

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
２
１
９

 

書
で
す
。

　
本
市
の「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」の
見
直
し
・
変
更
を
す
る

た
め
に
、
次
の
日
程
で「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
地
域
に
お
け
る

話
し
合
い
」を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
／
場
所
／
対
象
地
区

※

時
間
は
す
べ
て
14
時
〜

○
２
月
１
日（
木
）／
市
役
所
本
庁
舎
３
階
大
会
議
室
／

　
櫛
形
地
区

○
２
月
２
日（
金
）／
甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２
階

　
第
２
会
議
室
／
甲
西
地
区

○
２
月
５
日（
月
）／
白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２
階

　
大
会
議
室
／
白
根
・
芦
安
地
区
①（
飯
野
・
在
家
塚
・

　
飯
丘
・
源
・
芦
安
）

○
２
月
６
日（
火
）／
白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２
階

　
大
会
議
室
／
白
根
・
芦
安
地
区
②（
西
野
・
百
々
・
上

　
今
諏
訪
・
下
今
諏
訪
・
上
八
田
）

○
２
月
８
日（
木
）／
旧
若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
２
階
第
１
会
議
室
／
若
草
地
区

○
２
月
９
日（
金
）／
八
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２
階

　
第
１
会
議
室
／
八
田
地
区

対
象
者

○
既
に
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
方

○
新
規
参
加
希
望
者
（
新
規
就
農
・
規
模
拡
大
・
規
模

　
縮
小
希
望
農
業
従
事
者
の
方
）

新
規
申
込
方
法
　
新
規
参
加
希
望
者
は
、
次
の
配
布
場

　
所
で
申
込
書
を
お
求
め
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所
・
申
込
先
　
農
業
振
興
課
、Ｊ
Ａ
こ
ま
野
本
所

　
営
農
指
導
課
・Ｊ
Ａ
こ
ま
野
各
支
所

申
込
期
限
　
１
月
19
日（
金
）

※

既
に
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
方
に
は
、

　
別
途
開
催
通
知
並
び
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
発
送
し
ま
す
。

　
参
加
申
込
の
上
、
該
当
地
区
の
話
し
合
い
に
ご
参
加
く

　
だ
さ
い
。「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
地
域
に
お
け
る
話
し
合
い
」

　
に
参
加
し
、
そ
の
後
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
づ

　
け
ら
れ
る
と
次
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
（
旧
青
年
就
農
給
付
金

　
経
営
開
始
型
）……

原
則
45
歳
未
満

○
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
５
年
間
無
利
子
化…

…

認
定
農
業
者

●
お
問
合
せ
／
農
業
振
興
課
　

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）６
２
０
７

　
市
消
防
団
で
は
新
た
な
消
防
団
員
制
度
と
し
て
、
機
能
別

消
防
団
員
制
度
を
平
成
30
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
近
年
、
消
防
団
員
の
確
保
が
難
し
く
減

少
傾
向
に
あ
る
な
か
で
、
火
災
時
に
対
応
で
き
る
団
員
が

少
な
く
な
って
い
る
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
導
入
す
る
も

の
で
す
。
機
能
別
消
防
団
員
は
、
こ
れ
ま
で
の
団
員（
基
本

消
防
団
員
）と
同
様
に
各
部
所
属
に
な
り
ま
す
が
、
活
動

内
容
は
火
災
時
の
消
火
活
動
等
、
災
害
時
の
対
応
の
み
と

し
、
消
防
団
の
諸
行
事
等（
式
典
等
）へ
は
参
加
し
な
い
も
の

と
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
の
導
入
の
有
無
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
各
部

で
判
断
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
団
員
に
な
る
た
め
に
は
消
防
団
経
験
が
必
要
で

あ
り
、
団
員
に
は
機
能
別
消
防
団
員
用
の
法
被
と
ヘル
メ
ッ

ト
を
貸
与
し
ま
す
、
ま
た
、
年
額
報
酬
と
公
務
災
害
補

償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
消
防
本
部 

消
防
課

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
２
１
４

機
能
別
消
防
団
員
制
度
の

発
足

　
芦
安
地
区
に
整
備
さ
れ
た
集
合
看
板
が
、
美
し
い
県
土

づ
く
り
大
賞
の
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
色
、形
な
ど
統
一
性
の
な
か
っ
た
山
岳
観
光
や
宿

泊
施
設
等
の
案
内
看
板
を
集
合
化
し
て
設
置
し
た
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
看
板
の
整
備
に
よ
り
、
景
観

が
向
上
し
た
ほ
か
、
観
光
客
へ

の
適
切
な
誘
導
も
な
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
お
問
合
せ
／
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）６
３
９
４

「
第
６
回
美
し
い
県
土
づ
く
り

大
賞
奨
励
賞
」を
受
賞

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
を
下
回
る
と
、
水
道
管
の
水
が

凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
凍
結
防
止
対
策
を
し

ま
し
ょ
う
。

○
凍
結
防
止
対
策

　
・
水
道
管
等
は
、
保
温
材
・
ヒ
ー
タ
ー
で
保
温
す
る
。

　
・
夜
間
、
蛇
口
か
ら
水
を
少
量（
割
り
箸
１
本
程
度
）出

　
　
し
続
け
る
。

　
・
不
凍
栓
バ
ル
ブ
が
付
い
て
い
る
場
合
は
、
バ
ル
ブ
で
宅

　
　
内
水
道
管
の
水
抜
き
を
す
る
。

○
凍
結
し
た
場
合

　
・
蛇
口
に
タ
オ
ル
等
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯

　
　
を
か
け
る
。（
熱
湯
を
か
け
る
と
蛇
口
等
が
破
損
す

水
道
管
の

凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
昭
和
24
年
１
月
26
日
、
奈
良
県
の
国
宝
法
隆
寺
金
堂
か

ら
出
火
し
、
壁
画
が
焼
失
し
た
事
を
契
機
に
毎
年
１
月
26

日
を
文
化
財
防
火
デ
ー
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

貴
重
な
文
化
財
を
み
ん
な
で
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。
市
消
防
本
部
で
は
、
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴

う
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

開
催
日
　
１
月
20
日（
土
）

時

　間
　
10
時
〜
11
時
35
分

場

　所
　
天
澤
山
深
向
院（
宮
沢
１
１
７
２
）

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」に
伴
う

消
防
訓
練
実
施
の
お
知
ら
せ

　
今
月
か
ら
耐
震
棟
増
築
工
事
の
た
め
、
工
事
区
画
を
一

部
に
設
置
い
た
し
ま
す
。

　
市
役
所
を
ご
利
用
の
方
に
は
、
通
行
や
駐
車
に
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
管
財
契
約
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
２

庁
舎
の
工
事
が
始
ま
り
ま
す

　
　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

　
・
屋
内
の
水
道
管
は
、

　
　
暖
房
器
具
で
部
屋

　
　
を
暖
め
る
。

●
お
問
合
せ
／
企
業
局 

工
務
課
　

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）２
０
１
６

※

水
道
修
理
は
、市
管
工
事
協
同
組
合
ま
で
　

　
電
話（
２
８
４
）５
９
９
１

平成28年度の訓練の様子
（櫛形地区上宮地 大神山伝嗣院）

　
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
木
や
花
等
を
選
定
す
る
に
あ
た

り
、
市
民
の
意
見
を
広
く
求
め
る
た
め
シ
ン
ボ
ル
選
定
委

員
を
公
募
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
満
18
歳
以
上（
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
）の

　
市
内
在
住
者
。
平
成
30
年
中
に
行
な
う
委
員
会
に
継

　
続
し
て
出
席
で
き
る
こ
と
。（
年
５
回
程
度
）

募
集
人
員
　
２
名
以
内

任

　
　期
　
委
嘱
の
日
か
ら
シ
ン
ボ
ル
の
選
定
時
ま
で

応
募
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
総
務
課
へ
提

　
出
す
る
か
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。

※

申
込
書
お
よ
び
公
募
要
領
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募
集
期
間
　
１
月
４
日（
木
）〜
18
日（
木
）

選
考
方
法
　
書
類
審
査
の
上
、
募
集
人
員
を
上
回
っ
た
場

　
合
は
抽
選
と
し
、
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し

　
ま
す
。

応
募
先
　
〒
４
０
０‒

０
３
９
５ 

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
３
７
６

　
　
　
　
電
子
メ
ー
ル  soum
u@
city.m

inam
i-alps.lg.jp

●
お
問
合
せ
／
総
務
課
　
電
話（
２
８
２
）１
１
１
１

市
の
木
や
花
等
を
選
ぶ

シ
ン
ボ
ル
選
定
委
員
を
公
募

広
報
12
月
号
６
ペ
ー
ジ
、人
権
週
間
に
関
す
る
記
事
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◯
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
　
電
話
番
号

【
誤
】
０
５
７
０‒

０
０
３‒

１
１
０

【
正
】
０
１
２
０‒

０
０
７‒

１
１
０

●
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

広
報
12
月
号
掲
載
内
容
の
訂
正

100歳祝

お

めでとう!

石川　梅與さん
（十日市場） 
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人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
は
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
な
ど
の
地
域
が
抱
え
る
人
と
農
地
の
問
題

を
解
決
し
、
地
域
の
将
来
像
を
検
討
し
て
い
く
た
め
の
計
画

人
・
農
地
プ
ラ
ン

地
域
に
お
け
る
話
し
合
い

開
催
の
お
知
ら
せ

内

　容
　
通
報
、
搬
出
、
消
火
訓
練
等

※

深
向
院
に
は
釈
迦
如
来

　
座
像（
県
指
定
文
化
財
）

　
等
の
貴
重
な
文
化
財
が

　
あ
り
ま
す
。

　
当
日
は「
文
化
財
の
説

明
」や「
消
火
器
等
の
取
扱

い
指
導
」も
行
な
い
ま
す
の

で
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
消
防
本
部 

予
防
課
　

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
２
１
９

 

書
で
す
。

　
本
市
の「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」の
見
直
し
・
変
更
を
す
る

た
め
に
、
次
の
日
程
で「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
地
域
に
お
け
る

話
し
合
い
」を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
／
場
所
／
対
象
地
区

※

時
間
は
す
べ
て
14
時
〜

○
２
月
１
日（
木
）／
市
役
所
本
庁
舎
３
階
大
会
議
室
／

　
櫛
形
地
区

○
２
月
２
日（
金
）／
甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２
階

　
第
２
会
議
室
／
甲
西
地
区

○
２
月
５
日（
月
）／
白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２
階

　
大
会
議
室
／
白
根
・
芦
安
地
区
①（
飯
野
・
在
家
塚
・

　
飯
丘
・
源
・
芦
安
）

○
２
月
６
日（
火
）／
白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２
階

　
大
会
議
室
／
白
根
・
芦
安
地
区
②（
西
野
・
百
々
・
上

　
今
諏
訪
・
下
今
諏
訪
・
上
八
田
）

○
２
月
８
日（
木
）／
旧
若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
２
階
第
１
会
議
室
／
若
草
地
区

○
２
月
９
日（
金
）／
八
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２
階

　
第
１
会
議
室
／
八
田
地
区

対
象
者

○
既
に
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
方

○
新
規
参
加
希
望
者
（
新
規
就
農
・
規
模
拡
大
・
規
模

　
縮
小
希
望
農
業
従
事
者
の
方
）

新
規
申
込
方
法
　
新
規
参
加
希
望
者
は
、
次
の
配
布
場

　
所
で
申
込
書
を
お
求
め
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所
・
申
込
先
　
農
業
振
興
課
、Ｊ
Ａ
こ
ま
野
本
所

　
営
農
指
導
課
・Ｊ
Ａ
こ
ま
野
各
支
所

申
込
期
限
　
１
月
19
日（
金
）

※

既
に
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
方
に
は
、

　
別
途
開
催
通
知
並
び
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
発
送
し
ま
す
。

　
参
加
申
込
の
上
、
該
当
地
区
の
話
し
合
い
に
ご
参
加
く

　
だ
さ
い
。「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
地
域
に
お
け
る
話
し
合
い
」

　
に
参
加
し
、
そ
の
後
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
づ

　
け
ら
れ
る
と
次
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
（
旧
青
年
就
農
給
付
金

　
経
営
開
始
型
）……

原
則
45
歳
未
満

○
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
５
年
間
無
利
子
化…

…

認
定
農
業
者

●
お
問
合
せ
／
農
業
振
興
課
　

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）６
２
０
７

　
市
消
防
団
で
は
新
た
な
消
防
団
員
制
度
と
し
て
、
機
能
別

消
防
団
員
制
度
を
平
成
30
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
近
年
、
消
防
団
員
の
確
保
が
難
し
く
減

少
傾
向
に
あ
る
な
か
で
、
火
災
時
に
対
応
で
き
る
団
員
が

少
な
く
な
って
い
る
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
導
入
す
る
も

の
で
す
。
機
能
別
消
防
団
員
は
、
こ
れ
ま
で
の
団
員（
基
本

消
防
団
員
）と
同
様
に
各
部
所
属
に
な
り
ま
す
が
、
活
動

内
容
は
火
災
時
の
消
火
活
動
等
、
災
害
時
の
対
応
の
み
と

し
、
消
防
団
の
諸
行
事
等（
式
典
等
）へ
は
参
加
し
な
い
も
の

と
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
の
導
入
の
有
無
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
各
部

で
判
断
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
団
員
に
な
る
た
め
に
は
消
防
団
経
験
が
必
要
で

あ
り
、
団
員
に
は
機
能
別
消
防
団
員
用
の
法
被
と
ヘル
メ
ッ

ト
を
貸
与
し
ま
す
、
ま
た
、
年
額
報
酬
と
公
務
災
害
補

償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
消
防
本
部 

消
防
課

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
２
１
４

機
能
別
消
防
団
員
制
度
の

発
足

　
芦
安
地
区
に
整
備
さ
れ
た
集
合
看
板
が
、
美
し
い
県
土

づ
く
り
大
賞
の
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
色
、形
な
ど
統
一
性
の
な
か
っ
た
山
岳
観
光
や
宿

泊
施
設
等
の
案
内
看
板
を
集
合
化
し
て
設
置
し
た
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
看
板
の
整
備
に
よ
り
、
景
観

が
向
上
し
た
ほ
か
、
観
光
客
へ

の
適
切
な
誘
導
も
な
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
お
問
合
せ
／
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）６
３
９
４

「
第
６
回
美
し
い
県
土
づ
く
り

大
賞
奨
励
賞
」を
受
賞

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
を
下
回
る
と
、
水
道
管
の
水
が

凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
凍
結
防
止
対
策
を
し

ま
し
ょ
う
。

○
凍
結
防
止
対
策

　
・
水
道
管
等
は
、
保
温
材
・
ヒ
ー
タ
ー
で
保
温
す
る
。

　
・
夜
間
、
蛇
口
か
ら
水
を
少
量（
割
り
箸
１
本
程
度
）出

　
　
し
続
け
る
。

　
・
不
凍
栓
バ
ル
ブ
が
付
い
て
い
る
場
合
は
、
バ
ル
ブ
で
宅

　
　
内
水
道
管
の
水
抜
き
を
す
る
。

○
凍
結
し
た
場
合

　
・
蛇
口
に
タ
オ
ル
等
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯

　
　
を
か
け
る
。（
熱
湯
を
か
け
る
と
蛇
口
等
が
破
損
す

水
道
管
の

凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
昭
和
24
年
１
月
26
日
、
奈
良
県
の
国
宝
法
隆
寺
金
堂
か

ら
出
火
し
、
壁
画
が
焼
失
し
た
事
を
契
機
に
毎
年
１
月
26

日
を
文
化
財
防
火
デ
ー
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

貴
重
な
文
化
財
を
み
ん
な
で
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。
市
消
防
本
部
で
は
、
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴

う
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

開
催
日
　
１
月
20
日（
土
）

時

　間
　
10
時
〜
11
時
35
分

場

　所
　
天
澤
山
深
向
院（
宮
沢
１
１
７
２
）

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」に
伴
う

消
防
訓
練
実
施
の
お
知
ら
せ

　
今
月
か
ら
耐
震
棟
増
築
工
事
の
た
め
、
工
事
区
画
を
一

部
に
設
置
い
た
し
ま
す
。

　
市
役
所
を
ご
利
用
の
方
に
は
、
通
行
や
駐
車
に
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
管
財
契
約
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
２

庁
舎
の
工
事
が
始
ま
り
ま
す

　
　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

　
・
屋
内
の
水
道
管
は
、

　
　
暖
房
器
具
で
部
屋

　
　
を
暖
め
る
。

●
お
問
合
せ
／
企
業
局 

工
務
課
　

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）２
０
１
６

※

水
道
修
理
は
、市
管
工
事
協
同
組
合
ま
で
　

　
電
話（
２
８
４
）５
９
９
１

平成28年度の訓練の様子
（櫛形地区上宮地 大神山伝嗣院）

　
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
木
や
花
等
を
選
定
す
る
に
あ
た

り
、
市
民
の
意
見
を
広
く
求
め
る
た
め
シ
ン
ボ
ル
選
定
委

員
を
公
募
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
満
18
歳
以
上（
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
）の

　
市
内
在
住
者
。
平
成
30
年
中
に
行
な
う
委
員
会
に
継

　
続
し
て
出
席
で
き
る
こ
と
。（
年
５
回
程
度
）

募
集
人
員
　
２
名
以
内

任

　
　期
　
委
嘱
の
日
か
ら
シ
ン
ボ
ル
の
選
定
時
ま
で

応
募
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
総
務
課
へ
提

　
出
す
る
か
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。

※

申
込
書
お
よ
び
公
募
要
領
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募
集
期
間
　
１
月
４
日（
木
）〜
18
日（
木
）

選
考
方
法
　
書
類
審
査
の
上
、
募
集
人
員
を
上
回
っ
た
場

　
合
は
抽
選
と
し
、
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し

　
ま
す
。

応
募
先
　
〒
４
０
０‒

０
３
９
５ 

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
３
７
６

　
　
　
　
電
子
メ
ー
ル  soum

u@
city.m

inam
i-alps.lg.jp

●
お
問
合
せ
／
総
務
課
　
電
話（
２
８
２
）１
１
１
１

市
の
木
や
花
等
を
選
ぶ

シ
ン
ボ
ル
選
定
委
員
を
公
募

広
報
12
月
号
６
ペ
ー
ジ
、人
権
週
間
に
関
す
る
記
事
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◯
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
　
電
話
番
号

【
誤
】
０
５
７
０‒

０
０
３‒

１
１
０

【
正
】
０
１
２
０‒

０
０
７‒

１
１
０

●
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

広
報
12
月
号
掲
載
内
容
の
訂
正

100歳祝

お

めでとう!

石川　梅與さん
（十日市場） 
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MY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICS市 内 の で き ご と市 内 の で き ご と

第54回
山梨県一周駅伝競走大会

MY TOWN TOPICS 0404

12月2日     ～3日土 日12月2日     ～3日土 日

　167.8 キロ20区間を２日間かけて走る県一周駅伝が
行なわれ、南アルプスＡが２位、南アルプスＢが９位に入り
ました。
　南アルプスＡは惜しくも連覇はなりませんでしたが、
最後まで逆転を目指してタイム差を縮める粘りのレースを
展開しました。
　市内の中継所となった市立美術館前の沿道には大勢の
市民が集まり、選手たちに温かい声援を送っていました。

12月5日 火12月5日 火

地域おこし協力隊 芦安芋煮会
MY TOWN TOPICS 0606

　芦安地区の活性化に向けた事業に取り組んでいる地域おこし
協力隊が、芦安地区の人たちを招いて芋煮会を開き、のべ70人が
参加しました。
　この日振る舞われたのは、協力隊が５月に種芋を植えて収穫し
たサトイモと、手づくりのこんにゃく、それに地域の方からいた
だいた野菜を入れて作った芋煮のほか、収穫したエゴマを使っ
たシフォンケーキ、山で採れたクルミを使ったクルミみそなど
で、訪れた人たちは口々に「美味しい」と言いながら箸を進めて
いました。
　会では協力隊のこれまでの取り組みも紹介され、獣の被害に
遭わなかった作物や、電気柵の効果などが報告されました。

　

横川排水対策についての要望活動
MY TOWN TOPICS 0505

12月4日 月12月4日 月

　国土交通省の石井大臣に横川排水機場のポンプ増設のため
の要望を行ないました。
　横川は釜無川をはじめ、複数の河川が集まり、河川の下を河
川が横断する特異な形態をなす地形で、局地的な降水時には、
甚大な被害が想定されるため、地域住民の安全・安心向上のた
め、市や市議会、地元自治会が国土交通省を訪れ、石井大臣に要
望書を手渡しました。

高尾山穂見神社 秋季例大祭
MY TOWN TOPICS 0101

　高尾の穂見神社で秋季例大祭が開催されました。
　古くから五穀豊穣、商売繁盛にご利益があるとされる
夜祭は、県内外から多くの参拝者が訪れています。
　また、参拝者が商売繁盛を願って商売の元手となる
資本金を神社から借りていく「資本金貸し」という風習
が今も続いています。
　この日はあいにくの雨になってしまいましたが、神社
には大勢の人が訪れていました。

11月22日 水11月22日 水

市建設安全協議会ボランティア活動
MY TOWN TOPICS 0202

　市建設安全協議会の会員約60人が集まり、日常の管理に支障の
ある側溝内の土砂等の除去を行ないました。
　市建設安全協議会は、地域貢献活動として市内の主要道路および
河川等の環境整備活動を行なっており、８月10日にも道路の除草
作業を行ないました。会員らはそれぞれが草刈機やスコップなどの
道具を持ち寄り、車道にはみ出して通行の妨げになっている草を
刈り取るなどの環境整備活動を行ないました。

11月22日 水11月22日 水

健康フェスタ2017
MY TOWN TOPICS 0303

　健康福祉センターで健康フェスタが開催されました。
　「幸せ実感！南アルプス市健康リーグ」のロゴマーク
の表彰式から始まった今年のフェスタは、愛育会による
むし歯予防アンパンマン着ぐるみ劇、食生活改善推進
員会によるほうとう無料配布のコーナーの他、体操を
学べる運動コーナーや、活力年齢などを測定する健康
チェックのコーナーなどが大勢の来場者でにぎわい、子ど
もからお年寄りまでが、楽しみながら健康について学ん
でいました。

11月26日 日11月26日 日
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お問合せ／健康増進課 TEL.284-6000

実
施
日
　
１
月
28
日（
日
）

受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

※

詳
し
い
受
付
時
間
は
個
別
に
ハ
ガ
キ
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　（
ハ
ガ
キ
は
１
月
中
旬
発
送
予
定
）

場

　所
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

自
己
負
担
金
　
１
，
０
０
０
円

予
約
方
法
　
電
話（
２
８
４
）６
０
０
０

予
約
受
付
期
間
　
１
月
４
日（
木
）〜
11
日（
木
）

注
意
事
項
　

・
予
約
受
付
時
間
帯
は
、平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　（
水
曜
日
の
み
午
後
７
時
）で
す
。

・
定
員
に
な
り
次
第
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
が
、

　
予
約
受
付
期
間
終
了
後
で
も
空
き
が
あ
る
場
合
は
受
け
付
け
し
ま
す
。

・
検
診
当
日
、
空
き
が
あ
っ
て
も
予
約
な
し
で
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

検
診
の
ご
案
内

●
休
日
乳
が
ん
検
診

実
施
期
間
　
１
月
31
日（
水
）ま
で

自
己
負
担
金
　
１
，
２
０
０
円

実
施
場
所
　
指
定
医
療
機
関
　

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
申
し
込
み
が
ま
だ
の
方
は
健
康
増
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
子
宮
が
ん
検
診

　役者絵版画だけではない、春仙の多岐にわた
る仕事を、当館コレクションの中から厳選し紹介
しています。
　様々な顔をもつ春仙の仕事をお楽しみください。

「名取春仙の仕事」展
あれも！？ それも！？ これも春仙！？

　　 

10:30～

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

～１月31日（水）

●市立美術館
住所／〒400-0306 南アルプス市小笠原1281
お問合せ／TEL.282-6600  FAX.282-6601
開館時間／9:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料／一般300円　大高生250円　中小生150円 
　　　  （20名以上団体料金２割引）
今月の休館日／9日（火）・15日（月）・22日（月）・29日（月） 

1月のイベントスケジュール
  9日（火）八

6日（土）甲 20日（土）八 27日（土）白13日（土）わ白

14:00～ 毎週土曜日中

27日（土）中

19日（金）白

11日（木）甲

23日（火）八 24日（水）わ 25日（木）甲

16日（火）中 17日（水）わ

●朗読会 「いきやりどころ」  13:30 ～

２月3日（土）八●朗読会 「おたのしみ処」  14:00 ～

《宮城松川達磨はりこ 起き上がり 弘前土子守》 《三匹の猫》

八田ふれあい図書館  TEL.285-5010　　わかくさ図書館  TEL.283-1501
白根桃源図書館  TEL.284-6010　  　　甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00
休館日／1～4・8･15・22・29・31日

中央図書館  TEL.280-3300
平日 9:30～19:00
土・日･祝日 9:30～17:00
休館日／ 1～4・9・31日

増
え
続
け
る
乳
が
ん

〜
あ
な
た
は
乳
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
た
か
？
〜

早
期
発
見
の
た
め
に
は
定
期
的
な
検
診
を
！

　
乳
が
ん
は
、が
ん
の
中
で
も
日
本
人
女
性
が
か
か
る
割
合（
罹
患
率
）が
ト
ッ
プ
で
あ
り
、

そ
の
罹
患
率
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。 

生
涯
の
う
ち
に
乳
が
ん
に
な
る

女
性
の
割
合
は
、50
年
前
は
50
人
に
１
人
で
し
た
が
、現
在
は
約
11
人
に
１
人
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、乳
が
ん
で
死
亡
す
る
女
性
の
数
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、２
０
１
６
年
に
は

全
国
で
１
４
，０
０
０
人
以
上
と
、残
念
な
が
ら
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
、小
さ
い
う
ち
に
見
つ
け
る
と
治
る

可
能
性
の
高
い
病
気
で
す
。し
か
し
、乳
が
ん
が

進
行
す
る
と
、わ
き
の
下
の
リ
ン
パ
節
や
血
流
に

よ
っ
て
肺
や
骨
な
ど
全
身
に
転
移
し
や
す
い
の
で

早
期
発
見
が
重
要
で
す
。 

月
に
一
度
の
自
己
検
診

（
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
）と
定
期
的
な
検
診
受
診
で
早
期

発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

休館のお知らせ 市立美術館リニューアル工事に
伴い、下記の期間休館します。

平成30年２月１日（木）～12月31日（月）
ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

図書館では、「和を味わう」「がんばれ自分！」など、 様々なテーマで選んだ本の
福袋をご用意しています。 福袋には大人・子ども・赤ちゃん用があります。

 

ぜひ、借りてみてください   数に限りがありますので、お早めにどうぞ。
1月５日（金）から（先着  中央65名　八田・白根・わかくさ・甲西25名）

◆大好評！ 今年もふくふく図書館お正月福袋

① お好きな雑誌の「付録」をプレゼント （付録がなくなり次第終了）
② ライライのオリジナル「カレンダー」「読書ノート」をプレゼント （先着 中央20名　八田・白根・わかくさ・甲西10名）
③ ライライのオリジナル「ブックカバー」をプレゼント （先着 中央200名　八田・白根・わかくさ・甲西100名）
1月５日（金）からすべて図書館で資料を借りられた方に1点限り

◆お正月にライライからのお年玉

福
袋
特
典

 ① 袋は図書袋としてもご利用いただける
　  「図書館キャラクターライライのオリジナルバック」
 ② ステキなお年玉プレゼント入り

 

日　時 ： １月21日（日） 10:00～　
場　所 ： 櫛形生涯学習センター
　　　　２階 研修室
対　象 ： 市内小学生親子２０組
講　師 ： 竹工芸家　山村隼人さん
１月５日（金）から中央館で申込開始

◆親子工作教室 
　竹工芸「竹で作ってあそぼう」　

       

認知症を正しく知っていただくために、図書
館全館で「認知症」をテーマにした本の展示
を行ないます。
期　間 ： １月５日（金）～30日（火）
◯1月20日（土）、25日（木）に「認知症
　サポーター養成講座」を開催します。
◯1月14日（日）に新春映画鑑賞会「共に
　生きる」を開催します。
詳しくは情報ひろばをご覧ください。

◆市立図書館×市地域包括支援センターコラボ企画　
　展示「認知症をもっと知ろう！」　

日　時 ： ２月４日（日） 14:00～
場　所 ： 櫛形生涯学習センター 
　　　　２階 研修室
出　演 ： ききみみずきんおはなしの会
１月13日（土）から中央館で申込開始

◆大人のためのおはなし会

こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
す
み
や
か
に

医
療
機
関
へ
！

■
乳
房
の
し
こ
り
　
■
乳
房
の
く
ぼ
み

■
乳
頭
か
ら
の
血
性
の
分
泌
物

■
乳
房
の
皮
膚
の
赤
い
腫
れ

■
わ
き
の
下
の
リ
ン
パ
節
の
腫
れ

■
腕
の
む
く
み
・
し
び
れ
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9,171人

乳がんの死亡数推移 （出典：厚生労働省人口動態統計）

今
年
度
最
後
の
検
診
！

今
年
度
の
検
診
は
今
月
い
っ
ぱ
い
で
終
了
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お問合せ／健康増進課 TEL.284-6000

実
施
日
　
１
月
28
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日
）

受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
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11
時
30
分

※
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受
付
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間
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別
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ガ
キ
に
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案
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ま
す
。

　（
ハ
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キ
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月
中
旬
発
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定
）

場

　所
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

自
己
負
担
金
　
１
，
０
０
０
円

予
約
方
法
　
電
話（
２
８
４
）６
０
０
０

予
約
受
付
期
間
　
１
月
４
日（
木
）〜
11
日（
木
）

注
意
事
項
　

・
予
約
受
付
時
間
帯
は
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日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　（
水
曜
日
の
み
午
後
７
時
）で
す
。

・
定
員
に
な
り
次
第
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
が
、

　
予
約
受
付
期
間
終
了
後
で
も
空
き
が
あ
る
場
合
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受
け
付
け
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ま
す
。

・
検
診
当
日
、
空
き
が
あ
っ
て
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予
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し
で
の
受
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で
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ま
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ん
。

検
診
の
ご
案
内

●
休
日
乳
が
ん
検
診
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１
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31
日（
水
）ま
で

自
己
負
担
金
　
１
，
２
０
０
円

実
施
場
所
　
指
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機
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※
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。
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込
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課
ま
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。

●
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検
診
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●市立美術館
住所／〒400-0306 南アルプス市小笠原1281
お問合せ／TEL.282-6600  FAX.282-6601
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白根桃源図書館  TEL.284-6010　  　　甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00
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増
え
続
け
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乳
が
ん

〜
あ
な
た
は
乳
が
ん
検
診
を
受
診
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ま
し
た
か
？
〜

早
期
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見
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た
め
に
は
定
期
的
な
検
診
を
！
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か
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ッ
プ
で
あ
り
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そ
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罹
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増
加
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一
途
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た
ど
っ
て
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ま
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な
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割
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が
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わ
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ま
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。
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り
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０
１
６
年
に
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全
国
で
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４
，０
０
０
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以
上
と
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念
な
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ら
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。
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し
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進
行
す
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と
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き
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リ
ン
パ
節
や
血
流
に

よ
っ
て
肺
や
骨
な
ど
全
身
に
転
移
し
や
す
い
の
で

早
期
発
見
が
重
要
で
す
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月
に
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度
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己
検
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セ
ル
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チ
ェ
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定
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検
診
受
診
で
早
期
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努
め
ま
し
ょ
う
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② ライライのオリジナル「カレンダー」「読書ノート」をプレゼント （先着 中央20名　八田・白根・わかくさ・甲西10名）
③ ライライのオリジナル「ブックカバー」をプレゼント （先着 中央200名　八田・白根・わかくさ・甲西100名）
1月５日（金）からすべて図書館で資料を借りられた方に1点限り

◆お正月にライライからのお年玉

福
袋
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 ① 袋は図書袋としてもご利用いただける
　  「図書館キャラクターライライのオリジナルバック」
 ② ステキなお年玉プレゼント入り
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　　　　２階 研修室
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講　師 ： 竹工芸家　山村隼人さん
１月５日（金）から中央館で申込開始

◆親子工作教室 
　竹工芸「竹で作ってあそぼう」　

       

認知症を正しく知っていただくために、図書
館全館で「認知症」をテーマにした本の展示
を行ないます。
期　間 ： １月５日（金）～30日（火）
◯1月20日（土）、25日（木）に「認知症
　サポーター養成講座」を開催します。
◯1月14日（日）に新春映画鑑賞会「共に
　生きる」を開催します。
詳しくは情報ひろばをご覧ください。

◆市立図書館×市地域包括支援センターコラボ企画　
　展示「認知症をもっと知ろう！」　

日　時 ： ２月４日（日） 14:00～
場　所 ： 櫛形生涯学習センター 
　　　　２階 研修室
出　演 ： ききみみずきんおはなしの会
１月13日（土）から中央館で申込開始

◆大人のためのおはなし会
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　戦
国
時
代
に
武
勇
を
誇
っ
た
武
田
信
玄
。甲
府

駅
南
口
の
銅
像
や
、こ
こ
に
掲
載
し
た
木
像
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な
、無
骨
な
戦
国
武
将
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、実
は
和
歌
や
漢
詩
に
秀

で
た
文
化
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　市
内
に
は
、加
賀
美
の
法
善
寺
に
、信
玄
の
詠

ん
だ
百
首
あ
ま
り
の
和
歌
が
遺
さ
れ
て
お
り
、

彼
の
文
化
人
と
し
て
の
側
面
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　信
玄
の
和
歌
百
首（
正
確
に
は
百
四
首
）は
、

元
々
は
巻
物
と
し
て
永
禄
二
年（
一
五
五
九
）に

法
善
寺
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、署
名
に「
晴
信
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、彼
が
出
家
し
て「
信
玄
」と

な
る
以
前
の
二
十
代
か
ら
三
十
代
の
作
を
集
め

た
も
の
と
も
云
わ
れ
ま
す
。奉
納
が
永
禄
二
年
で

あ
れ
ば
、そ
れ
は
ま
さ
に
彼
が
出
家
し
て「
信
玄
」

と
な
っ
た
年
で
あ
り
、彼
の
人
生
の
節
目
と
し
て

奉
納
さ
れ
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　そ
の
後
、そ
の
和
歌
を
記
し
た
巻
物
は
、火
災

に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、山
梨
を

代
表
す
る
地
誌
で
あ
る『
甲
斐
国
志
』の
編
さ
ん

に
あ
た
り
、文
化
八
年（
一
八
一
一
）に
書
き
写
さ

れ
た
も
の
が
残
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
を
基
に
文
政

三
年（
一
八
二
〇
）に
木
版
本
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
の
が
、現
在
法
善
寺
に
遺
さ
れ
る
版
本『
武
田

晴
信
朝
臣
百
首
和
歌
』で
す
。

　納
め
ら
れ
た
歌
の
中
に
は
、四
季
折
々
の
美
し

さ
を
詠
ん
だ
も
の
の
他
、切
な
い
恋
の
歌
な
ど
も

納
め
ら
れ
、信
玄
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
一
面
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　信
玄
の
み
な
ら
ず
、当
時
の
戦
国
武
将
に
と
っ

て
、詩
歌
は
重
要
な
教
養
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

武
田
家
は
、和
歌
で
知
ら
れ
た
冷
泉
家
を
は
じ

め
と
す
る
、京
都
の
公
家
と
の
交
流
も
盛
ん
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、信
玄
の
文
才
を
評
価
す

る
記
録
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。信
玄
の
父
信
虎
も

詩
歌
を
し
ま
し
た
が
、特
に
母
方
の
祖
父
に
当
た

り
、当
時
南
ア
ル
プ
ス
市
域
を
治
め
て
い
た
大
井

信
達
は
、和
歌
の
名
手
と
し
て
甲
斐
国
内
の
み

な
ら
ず
、京
都
の
公
家
に
ま
で
広
く
勇
名
を
は
せ

て
い
ま
し
た
。信
達
の
娘
で
あ
り
自
身
の
母
で
あ

る
、い
わ
ゆ
る
大
井
夫
人
を
通
じ
て
、そ
の
血
脈

は
信
玄
に
引
き
継
が
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　こ
れ
ら
の
和
歌
が
法
善
寺
に
奉
納
さ
れ
た
理

由
は
、言
う
ま
で
も
な
く
法
善
寺
が
武
田
家

代
々
の
祈
願
所
と
し
て
厚
く
信
仰
さ
れ
て
い
た

か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。現
在
も
法
善
寺
に
は
、

信
玄
自
筆
と
さ
れ
る
祈
願
文
な
ど
が
遺
さ
れ
て

お
り
、こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、南
ア
ル
プ
ス

市
域
と
信
玄
と
の
つ
な
が
り
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　文
／
写
真

　文
化
財
課
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あ
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は
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た
。
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。
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に
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梨
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地
誌
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編
さ
ん

に
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り
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八
年（
一
八
一
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写
さ
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た
も
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が
残
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
を
基
に
文
政

三
年（
一
八
二
〇
）に
木
版
本
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
の
が
、現
在
法
善
寺
に
遺
さ
れ
る
版
本『
武
田

晴
信
朝
臣
百
首
和
歌
』で
す
。

　納
め
ら
れ
た
歌
の
中
に
は
、四
季
折
々
の
美
し

さ
を
詠
ん
だ
も
の
の
他
、切
な
い
恋
の
歌
な
ど
も

納
め
ら
れ
、信
玄
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
一
面
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　信
玄
の
み
な
ら
ず
、当
時
の
戦
国
武
将
に
と
っ

て
、詩
歌
は
重
要
な
教
養
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

武
田
家
は
、和
歌
で
知
ら
れ
た
冷
泉
家
を
は
じ

め
と
す
る
、京
都
の
公
家
と
の
交
流
も
盛
ん
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、信
玄
の
文
才
を
評
価
す

る
記
録
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。信
玄
の
父
信
虎
も

詩
歌
を
し
ま
し
た
が
、特
に
母
方
の
祖
父
に
当
た

り
、当
時
南
ア
ル
プ
ス
市
域
を
治
め
て
い
た
大
井

信
達
は
、和
歌
の
名
手
と
し
て
甲
斐
国
内
の
み

な
ら
ず
、京
都
の
公
家
に
ま
で
広
く
勇
名
を
は
せ

て
い
ま
し
た
。信
達
の
娘
で
あ
り
自
身
の
母
で
あ

る
、い
わ
ゆ
る
大
井
夫
人
を
通
じ
て
、そ
の
血
脈

は
信
玄
に
引
き
継
が
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　こ
れ
ら
の
和
歌
が
法
善
寺
に
奉
納
さ
れ
た
理

由
は
、言
う
ま
で
も
な
く
法
善
寺
が
武
田
家

代
々
の
祈
願
所
と
し
て
厚
く
信
仰
さ
れ
て
い
た

か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。現
在
も
法
善
寺
に
は
、

信
玄
自
筆
と
さ
れ
る
祈
願
文
な
ど
が
遺
さ
れ
て

お
り
、こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、南
ア
ル
プ
ス

市
域
と
信
玄
と
の
つ
な
が
り
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　文
／
写
真

　文
化
財
課

　後
朝
恋 
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さ
よ
こ
ろ
も（
衣
）
　な
れ
に
し
人
の

　お
も
か
げ
を

　う
つ
し
て
と
め
よ

　庭
の
朝
露

　久
恋 

／ 

き
み
こ
ふ（
君
恋
）る

　な
み
だ
の
数
は

　さ
よ
こ
ろ
も（
衣
）
　か
さ（
重
）ね
る
す
そ（
裾
）も

　け
ふ（
今
日
）は
く
ち（
朽
）な
ん

　早
春
山 

／ 

い
ま
も
猶

　雪
け
な
が
ら
に

　み
よ
し
の
の

　山
に
や
は
る（
春
）の

　た（
立
）ち
は
じ
め
け
む
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く
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に
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や
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け
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　夢窓国師作とされる庭園で有名な鮎沢の古長禅寺。戦国時代の南アルプス市域に勢力を持ち、
和歌の名手として知られた大井信達は、その娘（大井夫人）を武田家に嫁がせ、生まれた子が武
田信玄となります。大井夫人は、その晩年をふるさとの地であるこの古長禅寺で過ごしたともい
われ、境内には大井夫人の墓のほか、　辞世の歌とも伝わる「春は花／秋はもみじの／色いろも／
日かずつもりて／ちらばそのまま」の歌碑も建てられています。
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武田信玄像（法善寺）

古長禅寺（鮎沢）と境内にある大井夫人の歌碑

版本『武田晴信朝臣百首和歌』（法善寺蔵）
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以下の書籍などが刊行され、様々な解釈もなされ
ています。一度お読みになってみてはいかがで
しょうか？
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松本憲和『武田晴信朝臣百首和歌全釈
　　　　　　　　　　　　　  ―信玄公の初恋―』

これらの本は、市立図書館でも借りることができます。
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　戦
国
時
代
に
武
勇
を
誇
っ
た
武
田
信
玄
。甲
府

駅
南
口
の
銅
像
や
、こ
こ
に
掲
載
し
た
木
像
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な
、無
骨
な
戦
国
武
将
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、実
は
和
歌
や
漢
詩
に
秀

で
た
文
化
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　市
内
に
は
、加
賀
美
の
法
善
寺
に
、信
玄
の
詠

ん
だ
百
首
あ
ま
り
の
和
歌
が
遺
さ
れ
て
お
り
、

彼
の
文
化
人
と
し
て
の
側
面
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　信
玄
の
和
歌
百
首（
正
確
に
は
百
四
首
）は
、

元
々
は
巻
物
と
し
て
永
禄
二
年（
一
五
五
九
）に

法
善
寺
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、署
名
に「
晴
信
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、彼
が
出
家
し
て「
信
玄
」と

な
る
以
前
の
二
十
代
か
ら
三
十
代
の
作
を
集
め

た
も
の
と
も
云
わ
れ
ま
す
。奉
納
が
永
禄
二
年
で

あ
れ
ば
、そ
れ
は
ま
さ
に
彼
が
出
家
し
て「
信
玄
」

と
な
っ
た
年
で
あ
り
、彼
の
人
生
の
節
目
と
し
て

奉
納
さ
れ
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　そ
の
後
、そ
の
和
歌
を
記
し
た
巻
物
は
、火
災

に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、山
梨
を

代
表
す
る
地
誌
で
あ
る『
甲
斐
国
志
』の
編
さ
ん

に
あ
た
り
、文
化
八
年（
一
八
一
一
）に
書
き
写
さ

れ
た
も
の
が
残
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
を
基
に
文
政

三
年（
一
八
二
〇
）に
木
版
本
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
の
が
、現
在
法
善
寺
に
遺
さ
れ
る
版
本『
武
田

晴
信
朝
臣
百
首
和
歌
』で
す
。

　納
め
ら
れ
た
歌
の
中
に
は
、四
季
折
々
の
美
し

さ
を
詠
ん
だ
も
の
の
他
、切
な
い
恋
の
歌
な
ど
も

納
め
ら
れ
、信
玄
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
一
面
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　信
玄
の
み
な
ら
ず
、当
時
の
戦
国
武
将
に
と
っ

て
、詩
歌
は
重
要
な
教
養
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

武
田
家
は
、和
歌
で
知
ら
れ
た
冷
泉
家
を
は
じ

め
と
す
る
、京
都
の
公
家
と
の
交
流
も
盛
ん
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、信
玄
の
文
才
を
評
価
す

る
記
録
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。信
玄
の
父
信
虎
も

詩
歌
を
し
ま
し
た
が
、特
に
母
方
の
祖
父
に
当
た

り
、当
時
南
ア
ル
プ
ス
市
域
を
治
め
て
い
た
大
井

信
達
は
、和
歌
の
名
手
と
し
て
甲
斐
国
内
の
み

な
ら
ず
、京
都
の
公
家
に
ま
で
広
く
勇
名
を
は
せ

て
い
ま
し
た
。信
達
の
娘
で
あ
り
自
身
の
母
で
あ

る
、い
わ
ゆ
る
大
井
夫
人
を
通
じ
て
、そ
の
血
脈

は
信
玄
に
引
き
継
が
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　こ
れ
ら
の
和
歌
が
法
善
寺
に
奉
納
さ
れ
た
理

由
は
、言
う
ま
で
も
な
く
法
善
寺
が
武
田
家

代
々
の
祈
願
所
と
し
て
厚
く
信
仰
さ
れ
て
い
た

か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。現
在
も
法
善
寺
に
は
、

信
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自
筆
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さ
れ
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文
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ど
が
遺
さ
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お
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総人口： 72,086人（+5）
--------------------------
男　性： 35,636人（-1）
女　性： 36,450人（+6）
世　帯： 27,509世帯（+2）
うち外国籍人口： 936人（-6）

南アルプス広
報 No.178   平成30年1月1日発行

平成29年12月1日現在（対前月比）

南アルプス市役所： 〒400 -0395 山梨県南アルプス市小笠原376

TEL .  055 -282-1111（代表） FAX .055 -282-1112（代表）

ht tp : //www.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p

編集／南アルプス市役所 秘書課　TEL .055 -282-6037

各窓口サービスセンター

八田 TEL.  282-5600　

芦安 TEL.  282-5577

甲西 TEL.  282-3120

白根 TEL.  283-3000

若草 TEL.  282-3100

開 催 日 ４月８日（日） 雨天決行
場　　所 櫛形総合公園 日世南アルプススタジアム
申込期間 １月５日（金）～ ２月16日（金）
種　　目 ハーフマラソン・10キロ・５キロ
 3.5キロ・キッズレース
主　　催 南アルプス市・南アルプス市教育委員会・
 （公財）南アルプス市体育協会
主　　管 南アルプス桃源郷マラソン大会実行委員会
 （体育協会内）
 ※定員を設けていますので、 お早めにお申し込みください。

申込方法 所定の参加申込用紙に必要事項を記入の上、
 郵便局でお申し込みください。その他電話、
 インターネット等でもお申し込みできます。
 ※昨年参加された方には、申込用紙が送付されます。

大会ホームページアドレス　http://www.minami-alps-sports.or.jp/marathon/ 
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ス

桃
源
郷
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ラ
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ン
大
会

●八田／チャンネル101 8:30、21:30〔土曜更新〕　●白根・芦安／チャンネル101 6:30、10:00、15:00、22:00〔木曜更新〕
●若草・櫛形／チャンネル111 14:00、19:00、22:00〔木曜更新〕　●甲西／チャンネル111 10:00、22:00〔金曜更新〕

CATVによる市行政番組の放送について　各地区別の行政番組のチャンネルと放送時間は次のとおりです。

緑かがやく自然を守り

なかよく美しい心を結び合い

未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを

アルプスの山々に誓います

 

南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。

育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの
写真を募集しています。 
詳しくは、市民活動センターまでお問合せ
ください。

☎282-7325

今月の表紙：甲斐犬の子犬
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（上八田）
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を
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て

こ
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か
ら
の
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を
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に
し
た
い
想
い
が
あ
ふ
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

山
々
に
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神
が
存
在
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

富
士
に
も
北
岳
に
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れ
ぞ
れ
の
祈
り
を
込
め
て

今
年
１
年
が
い
つ
も
ど
お
り
の
、
少
し
だ
け
い
い
こ
と
も
あ
る
よ
う
に

か
な
た
の
霊
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を
の
ぞ
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１
日
で
あ
っ
て
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い
も
の
で
す
。

文
・
写
真
／
観
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商
工
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ユ
ネ
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エ
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パ
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ク
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進
担
当

か
な
た
の
霊
峰

山

月
今

の
テ

マ

父・大介  母・しの（吉田）

妹の面倒も見てくれるお兄ちゃん。
いつまでも仲良くね！

塩谷 朔太郎くん（4歳）
さくたろう

　　 和花ちゃん（1歳）
わか

お子さんの写真を募集しています。
詳しくは、秘書課までお問合せください。

☎282-6037

出場者
募集

申込／
エントリー事務局　☎0570-550-846
お問合せ／
実行委員会事務局
　　 ☎236-8555　FAX284-5174

ゲストランナー
土佐 礼子さん

おやすみの日はべったりの2人♥
歌が大好きなのんちゃんとパパは、
いつも一緒に踊っています♫

飯久保 悟さん（父）、

 　　　　   希くん（1歳）

さとる

のぞむ
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http://www.facebook.com/minamialps.loco
このページは南アルプス市の女子クリエーターグループ “南アルプス ! LOCO” が編集・制作しています。

南アルプス！ロコf

いいね！
を押して
応援してね♥

長ネギのキウイマリネ

●作り方
　①長ネギは食べやすい大きさに切って、
　　蒸すかグリルなどで焼いて、火を通す。
　②ジャム、酢、塩をよく混ぜて１のネギを漬け込む（冷蔵庫で半日程度）。

コミュニティプールに併設された施設です。自主トレーニ
ングができる機材があり、自由に利用することができる
よ！（初回は講習あり）

南アルプス市桃園 1600 ／  TEL 055-284-3333  ／  
9：00～21：30  ／  月曜、年末年始休館／  市内者 １回
２００円（高校生以上）

　今年の４月、夫が地域おこし
協力隊に就任し、芦安に越して
来ました。夫は昔から山登りが
好きで、「山のそばに住んでみた
いなぁ」と夢をこぼすこともあ
りました。タイミングよく地域
おこし協力隊の募集を見つけ、
仕事内容が彼の希望する生き方
と一致していたので、移住・転
職することを決めました。
　とはいえ、子どもが生まれた
ばかりのタイミングだったので
「何も今じゃなくても！」と思い
ましたよ（笑） 新しい家族のカタ
チに慣れてからでもいいのに
なぁ～と。 でも、やはり一度きり
の人生は悔いなく選択したいで
すし、好きなことに取り組む夫
を応援したい気持ちもあって、
南アルプス市に来ることにしま
した。

どちらも素敵な土地
　故郷は名古屋のすぐ近くでし

たし、次の引っ越し先も東京
だったので、実は「野の暮らし」
というものは初めてです。まだ 1
年経っていないので、驚くこと
ばかり。
　例えば、以前の暮らしには当
たり前にあった、夜間に開いて
いる小児科や広場がないことに
は、最初少し戸惑いました。ここ
ではみんな、日中に時間を工面
してなんとか用を済まし、夜は
じっとしているというスローな
生活を送ってるんだなと。
　あとは、子どもを遊ばせなが
らお母さんがお茶できるよう
な、フラットでオシャレなカ
フェが少ないことは本当
に寂しい！でも  　

青山 晃代さん移住者
interview

櫛形トレーニングルーム

◆居住履歴

愛知県生まれ  →  東京 →　　　　 
＼南アルプス市／ 
スタイルの違いを楽しみながら、丁
寧な子育て・暮らしにトライ！

料理監修 : Chizuru Aoki

スタイルごとの豊かな暮らし

毎日が
アウトドアみたい！

市内の特産品を使った
リメイクスイーツを
紹介します！

その代わりに、美味しいお水と
豊かな自然がある。故郷のお米
をずっと食べているんですが、
　　　　芦安のお水で炊くと別
　　　　　　物みたいに美味し
　

いんです。 夜はすぐ真っ暗で
シーンとなりますが、ものすご
い数の星が見えます。この土地
でしかできない楽しさを見出し
ながら、暮らしていきたいです。

はっぴ
ぃ

倶楽部

●材料
　長ネギ………２本　　キウイジャム………大さじ２
　塩 ……………少々
　酢 ……………大さじ１／２～お好みで

No.58

LOCO MAGA

MINAMI
ALPS

南アルプスのステキ情報気になるコト・大好きを
女子目線でいっぱいつめこみます。
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平成30年 1月号

●
公
有
財
産
売
却
実
施
の
お
知
ら
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ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
、イ
ン
タ
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ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却
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入
札
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実
施
し
ま
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム

お
知
ら
せ

善
意
を
あ
り
が
と
う
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害
児
教
育
の
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進
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、

次
の
方
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
団
法
人 

山
梨
県
重
症
心
身
障
害
児（
者
）を
守

る
会 

会
長　
雨
宮　
孝
久　
様（
甲
斐
市
）

図
書　
20
冊

　
で
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
か
、市
役
所
本
庁

　
舎
地
下
１
階
介
護
福
祉
課
に
直
接
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。提
出
様
式
は
公
表
資
料
を
参
照

　
し
て
く
だ
さ
い（
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
任
意

　
の
様
式
で
も
可
能
で
す
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注
意
点

○
電
話
や
口
頭
に
よ
る
意
見
の
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出
は
で
き
ま

　
せ
ん
。 

○
意
見
の
提
出
が
で
き
る
の
は
、市
内
に
在
住
す

　
る
方
、市
内
に
勤
務・通
学
す
る
方
、市
内
に

　
事
務
所
を
持
つ
方
な
ど
で
す
。 

○「
氏
名
」「
住
所
」「
連
絡
先
」の
明
記
の
な
い
意

　
見
は
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
し
て
取
り
扱

　
い
で
き
ま
せ
ん
。

提
出
い
た
だ
い
た
意
見
の
取
り
扱
い

○
提
出
い
た
だ
い
た
意
見
を
参
考
に
し
て
、計
画

　
を
策
定
し
ま
す
。 

○
提
出
い
た
だ
い
た
意
見
に
対
し
て
、市
の
考
え

　
方
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
閲
覧
場
所
で
後

　
日
公
表
し
ま
す
。 

○
意
見
募
集
結
果
等
の
公
表
の
際
に
は
、意
見

　
の
内
容
以
外（
住
所・氏
名
な
ど
）は
公
表
し

　
ま
せ
ん
。 

○
提
出
い
た
だ
い
た
意
見
に
対
し
て
個
別
回
答

　
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課電

話（
２
８
２
）７
３
４
７

ペ
ー
ジ
、ま
た
は
ヤ
フ
ー・官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

売
却
物
品　
小
型
自
動
車 

１
台（
ホ
ン
ダ 

キ
ャ

　
パ　
平
成
12
年
12
月
登
録
）

申
込
期
間　

　
１
月
15
日（
月
）13
時
〜
２
月
２
日（
金
）14
時

入
札
期
間

　
２
月
19
日（
月
）13
時
〜
２
月
26
日（
月
）13
時

お
問
合
せ
／
管
財
契
約
課電

話（
２
８
２
）６
０
９
２

●
安
心
安
全
で
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が

　
で
き
る
市
民
生
活
実
現
の
た
め
に

　
市
で
は
、こ
れ
ま
で
国
の
地
方
消
費
者
行
政
推

進
交
付
金
を
活
用
し
、消
費
者
相
談
体
制
の
充

実
お
よ
び
消
費
者
被
害
の
防
止
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
様
が
安
心・安
全
に
暮
ら
せ

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、地
域
や
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、よ
り一層
消
費
者
行

政
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　　

　
平
成
30
年
１
月　南

ア
ル
プ
ス
市
長 
金
丸 
一
元

南
ア
ル
プ
ス
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
窓
口

受
付
時
間　
９
時
〜
16
時（
土
日
祝
日
を
除
く
）

場　
所　
市
役
所
本
庁
１
階 

み
ん
な
で
ま
ち
づ

　
く
り
推
進
課
内

お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
３

●
平
成
29
年
分
納
付
額
確
認
通
知
書
を

　
送
付
し
ま
す

　
１
月
中
旬
か
ら
順
次
、平
成
29
年
分
納
付
額

確
認
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。こ
の
通
知
は
、所

●
高
齢
者
い
き
い
き
プ
ラ
ン（
第
６
期
高

　
齢
者
保
健
福
祉
計
画・第
７
期
介
護
保

　
険
事
業
計
画
）パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
の
実
施
に
つ
い
て

　
計
画
策
定
の
た
め
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す
。み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
１
月
26
日（
金
）〜
２
月
24
日（
土
）

公
表
資
料
の
閲
覧
場
所　
南
ア
ル
プ
ス
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
、各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、市

　
役
所
本
庁
舎
地
下
１
階
介
護
福
祉
課
、中
央

　
図
書
館「
市
情
報
コ
ー
ナ
ー
」

提
出
方
法　
公
表
資
料
を
確
認
の
上
、郵
送
、フ

　
ァ
ッ
ク
ス
、電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法

得
税
確
定
申
告
や
市
県
民
税
申
告
に
あ
た
っ
て
、

南
ア
ル
プ
ス
市
に
納
付
し
た
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
る
金
額
を
納
税（
納
付
）義
務
者
ご

と
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。所
得
税
確
定
申

告
や
市
県
民
税
申
告
等
の
際
の
確
認
資
料
と
し

て
重
要
な
も
の
な
の
で
、申
告
時
ま
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
通
知
で
証
明
さ
れ
る
税
目・料
目

○
国
民
健
康
保
険
税

○
介
護
保
険
料

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

こ
の
通
知
の
対
象
と
な
る
納
付
期
間

　
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

お
問
合
せ
／
国
保
年
金
課（
国
民
健
康
保
険
税・

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

電
話（
２
８
２
）７
２
４
８

　
介
護
福
祉
課（
介
護
保
険
料
）

電
話（
２
８
２
）６
１
７
９
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●「
ひ
と
り
親
家
庭
入
進
学
支
度
金
」

　
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
４
月
に
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
へ

入
進
学
す
る
児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
、市

か
ら
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
要
件

○
南
ア
ル
プ
ス
市
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と

○
平
成
30
年
４
月
に
小
中
学
校
へ
入
進
学
す
る

　
児
童
を
育
て
、生
計
を
同
じ
く
す
る
ひ
と
り
親

　
家
庭
の
親（
父
母
の
い
な
い
児
童
の
養
育
者
を

　
含
む
）で
あ
る
こ
と

○
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と

○
世
帯
の
所
得
が
制
限
限
度
額
以
内
で
あ
る
こ

　
と（
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
と
同
じ
）

申
請
期
間　
１
月
４
日（
木
）〜
１
月
31
日（
水
）

申
請
場
所　
子
育
て
支
援
課・各
窓
口
サ
ー
ビ
ス

　
セ
ン
タ
ー

※

該
当
者（
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
）に

　
は
、12
月
下
旬
に
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま

　
す
。

※

申
請
書
が
届
か
な
い
方
で
該
当
と
思
わ
れ
る

　
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

電
話（
２
８
２
）７
２
９
３

●
平
成
30
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
利
用
申
請
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
の「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
し
お

り
」を
次
の
日
程
で
配
布
し
ま
す
。放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
し
お

り
の
内
容
を
確
認
の
上
、手
順
に
従
っ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

配
布
日
程　
１
月
10
日（
水
）以
降（
土
日
祝
日

　
を
除
く
）

配
布
時
間　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
水
曜
日

　
は
19
時
ま
で
）

配
布
場
所　
子
育
て
支
援
課
、各
窓
口
サ
ー
ビ

事
業
内
容　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
協
力
隊

　
員
の
募
集
、選
考
、活
動
の
紹
介
、農
業
指
導
、

　
生
活
支
援
、活
動
支
援
等

お
問
合
せ
／
農
業
振
興
課電

話（
２
８
２
）６
２
０
７

●
要
介
護
認
定
者
の
障
害
者
控
除

　
対
象
者
認
定
に
つ
い
て

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
介
護
保
険
の

要
介
護
認
定
者
の
う
ち
、障
害
者
に
準
ず
る
状

態
と
市
が
判
定
し
た
方
に
、障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

認
定
基
準　
介
助
が
な
い
と
外
出
で
き
な
い
方

　
や
、日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
認
知
症
状

　
が
あ
り
介
護
を
必
要
と
す
る
方
。

※

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
も
、必
ず
障
害
者

　
控
除
の
対
象
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

申
請
手
続　
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請

　
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、介
護
福
祉
課
ま

　
た
は
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。（
平
成
29
年
分
の
認
定
書
の
交
付

は
平
成
30
年
１
月
以
降
と
な
り
ま
す
。）

●
お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費

　
控
除
に
つ
い
て

　
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
の
申
告
を
す
る
た

め
に
は
、領
収
書
の
ほ
か
に
医
師
の
発
行
し
た

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」の
添
付
が
必
要
で
す
。た

だ
し
、次
の
方
は
医
師
が
発
行
す
る
証
明
書
が

な
く
て
も
市
が
発
行
す
る
書
類
の
添
付
に
よ
り
、

医
療
費
控
除
が
申
告
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、印
鑑
を
持
参
の
う
え
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

対　
象　
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る

　
こ
と
が
２
年
目
以
降
で
、要
介
護
認
定
を
受
け

　
て
い
る
方
の
う
ち
、主
治
医
意
見
書
の
内
容
か

　
ら
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら

　
れ
る
方

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課電

話（
２
８
２
）６
１
７
９

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
育
成
を
支
援

　
す
る
団
体
等
の
事
業
・
募
集
説
明
会

　
を
開
催
し
ま
す

開
催
日　
１
月
19
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜

場　
所　
市
役
所
本
庁
３
階
Ａ
会
議
室

資　
格　
法
人
格
を
有
し
、農
業
経
験
と
農
業
技

　
術
等
の
技
能
と
経
験
が
あ
り
、地
域
お
こ
し
協

　
力
隊
員（
農
業
の
担
い
手
）に
農
業
技
術
等
を

　
指
導・支
援
で
き
る
団
体（
農
業
生
産
法
人
等
）

支
援
期
間　
平
成
30
年
度
〜
32
年
度（
平
成
30

　
年
４
月
〜
平
成
33
年
３
月
）

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
合
同

　
説
明
会（
申
込
不
要・参
加
費
無
料
）

　
市
内
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
ス
タ
ッ

フ
か
ら
施
設
の
内
容
等
、直
接
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。相
談
コ
ー

ナ
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
活
用
く
だ

さ
い
。

開
催
日　
２
月
３
日（
土
）

時　
間　
10
時
〜
16
時
30
分

◯
生
活
介
護　
10
時
〜
12
時（
受
付
：
９
時
45
分

　
〜
11
時
30
分
）

◯
就
労
支
援　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分（
受
付
：

　
13
時
15
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象
サ
ー
ビ
ス　
生
活
介
護・就
労
継
続
支
援

　
A
型・B
型・就
労
移
行
支
援

対
象
者　
ど
な
た
で
も（
生
活
介
護・就
労
支
援

　
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ
る
方
）

お
問
合
せ
／
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）６
７
８
０

ス
セ
ン
タ
ー
、各
児
童
ク
ラ
ブ（
在
籍
児
の
み
）

申
請
受
付　
１
月
10
日（
水
）〜　

※

４
月
利
用
の
場
合
は
、２
月
16
日（
金
）ま
で

●
１
月
の
妊
婦
健
康
相
談
・
母
子
健
康

　
手
帳
交
付
日
程

実
施
日　
10
日
、17
日
、24
日
、31
日（
各
水
曜
日
）

※

１
月
３
日（
水
）の
振
り
替
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時　
間　
９
時
〜
11
時

●
１
月
の
乳
幼
児
健
康
相
談
の
日
程

実
施
日　
10
日
、17
日
、24
日
、31
日（
各
水
曜
日
）

※

１
月
３
日（
水
）の
振
り
替
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時　
間　
９
時
〜
11
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル

内　
容　
保
健
師
、
栄
養
士
、
助
産
師
に
よ
る

　
相
談
な
ど

※

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課電

話（
２
８
４
）６
０
０
０

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物（
母
子
健
康
手
帳
交
付
の
方
の
み
）

　
①
印
鑑 

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
ま
た

　
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

※

実
施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、必
ず
事
前

　
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

代
理
の
場
合
は
、後
日
、本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

※

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
妊
婦
一
般
健
康
診

　
査
受
診
票
を
交
付
し
ま
す
。
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事
業
内
容　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
協
力
隊

　
員
の
募
集
、選
考
、活
動
の
紹
介
、農
業
指
導
、

　
生
活
支
援
、活
動
支
援
等

お
問
合
せ
／
農
業
振
興
課電

話（
２
８
２
）６
２
０
７

●
天
笑
閣
の
営
業
再
開
日
に
つ
い
て

　
天
笑
閣
は
現
在
、改
修
工
事
中
の
た
め
休
館

し
て
い
ま
す
。

　
広
報
11
月
号
に
て
、工
事
期
間
を
１
月
末
ま
で

と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、検
査
や
準
備
な
ど
の

た
め
、２
月
20
日
に
営
業
を
再
開
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

た
だ
し
、積
雪
な
ど
天
候
が
工
事
の
進
捗
に

　
影
響
し
、営
業
再
開
日
が
前
後
す
る
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課電

話（
２
８
２
）６
２
９
４

●
野
生
獣
の
出
没
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
釜
無
川
沿
い
に
お
い
て
野
生
獣（
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
等
）の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
野
生
獣
は
、人
を
避
け
て
生
活
す
る
動
物
で
す

が
、人
に
出
会
う
と
驚
い
て
攻
撃
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
み
ど
り
自
然
課

電
話（
２
８
２
）７
２
５
９

●
マ
ム
シ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
本
来
、冬
眠
を
す
る
は
ず
の「
マ
ム
シ
」が
、市

●
平
成
30
年 

南
ア
ル
プ
ス
市
成
人
式

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

開
催
日　
１
月
７
日（
日
）

時　
間　
受
付
10
時
〜　
開
式
11
時

場　
所　
桃
源
文
化
会
館

※
ご
家
族
も
控
え
室
の
モ
ニ
タ
ー
で
、式
典
の
様

　
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課電

話（
２
８
２
）７
７
７
８

試
験
日　
２
月
18
日（
日
）

試
験
会
場　
山
梨
英
和
大
学

　
　
　
　
　
甲
府
市
横
根
町
８
８
８

受
付
期
間

◯
書
面
申
請

　
１
月
５
日（
金
）〜
１
月
15
日（
月
）

　
（
土・日
曜・祝
日
は
除
く
）

◯
電
子
申
請

　
１
月
２
日（
火
）〜
１
月
12
日（
金
）

申
請
場
所（
書
面
申
請
の
申
込
場
所
）

　
（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部

　
甲
府
市
塩
部
２‒
２‒
15（
湯
村
自
動
車
学
校

　
敷
地
内
）

受
付
時
間　
８
時
30
分
〜
17
時

※

詳
し
く
は
消
防
本
部
予
防
課
ま
で
お
問
合
せ

●
第
５
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
１
月
15
日
〜
21
日
は
、「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
週
間
」で
す
。平
成
７
年
に
発
生
し
た「
阪
神

淡
路
大
震
災
」で
は
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

躍
に
よ
り
多
く
の
被
災
者
の
生
活
が
支
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
私
た
ち
一
人
一
人
が
、
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
自
主
的
な
防
災
活
動
へ
の
理
解
と
認

識
を
深
め
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
市
社
会
福
祉
協
議
会

電
話（
２
８
３
）８
７
１
１

　
南
ア
ル
プ
ス
警
察
署

電
話（
２
８
２
）０
１
１
０

●
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

●
平
成
30
年
消
防
団
出
初
式

　
年
頭
に
あ
た
り
、市
内
消
防
団
員
が
一
堂
に

会
し
、団
員
の
士
気
高
揚
と
職
務
遂
行
の
決
意

を
新
た
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
消
防
団
出
初
式

を
開
催
し
ま
す
。消
防
ポ
ン
プ
車
や
は
し
ご
車
と

の
写
真
撮
影
や
塗
り
絵
の
配
布
等
も
あ
り
ま
す

の
で
、お
子
さ
ま
や
地
域
の
方
の
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、早
朝
か
ら
警
笛
や
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
等

あ
り
ま
す
が
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
日　
１
月
７
日（
日
）

時　
間　
８
時
30
分

場　
所　
消
防
本
部
駐
車
場

※

雨
天
時
は
櫛
形
総
合
体
育
館
で
す

お
問
合
せ
／
消
防
本
部
消
防
課

電
話（
２
８
２
）７
２
１
４

●
乙
種
第
４
類
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
準
備
講
習
会

開
催
日　
１
月
20
日（
土
）

時　
間　
９
時
〜
16
時

場　
所　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

定　
員　
１
５
０
名

申　
込　

○
１
月
５
日（
金
）〜
15
日（
月
）（
土・日・祝
日
は

　
除
く
）９
時
〜
16
時
、（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

　
タ
ー
山
梨
県
支
部

○
１
月
16
日（
火
）〜
19
日（
金
）９
時
〜
16
時
、山

　
梨
県
危
険
物
安
全
協
会

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
消
防
本
部
予
防
課

電
話（
２
８
２
）７
２
１
９

開
催
日　
１
月
19
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜

場　
所　
市
役
所
本
庁
３
階
Ａ
会
議
室

資　
格　
法
人
格
を
有
し
、農
業
経
験
と
農
業
技

　
術
等
の
技
能
と
経
験
が
あ
り
、地
域
お
こ
し
協

　
力
隊
員（
農
業
の
担
い
手
）に
農
業
技
術
等
を

　
指
導・支
援
で
き
る
団
体（
農
業
生
産
法
人
等
）

支
援
期
間　
平
成
30
年
度
〜
32
年
度（
平
成
30

　
年
４
月
〜
平
成
33
年
３
月
）

●
１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

　
警
察
で
は
、各
種
事
件・事
故
等
の
緊
急
事
案

の
早
期
解
決
を
目
的
と
し
て「
１（
い
ち
早
く
）１

（
い
そ
が
ず
慌
て
ず
）０（
れ
い
静
に
）」を
合
言
葉

に
、市
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
１
１
０
番
通
報
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
１
１
０
番
通
報
は
、電
話
で「
１
１
０
」と
ダ
イ

ヤ
ル
す
る
と
警
察
本
部
の
通
信
指
令
室
に
つ
な

が
り
ま
す
。１
１
０
番
は
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。

落
と
し
物
や
相
談
ご
と
は
南
ア
ル
プ
ス
警
察
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
警
察
署

電
話（
２
８
２
）０
１
１
０

内
各
所
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
河
川
敷
等
、草
む
ら
に
お
い
て
目
撃
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
犬
の
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
際
は
、ご
注
意
く

だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
道
路
整
備
課電

話（
２
８
２
）６
３
６
８

　
く
だ
さ
い
。

※

試
験
案
内
お
よ
び
願
書
に
あ
っ
て
は
、消
防
本

　
部・各
所
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
消
防
本
部
予
防
課

電
話（
２
８
２
）７
２
１
９

－３－

  
   

  

せ
ら
知
お

   
  

   



　
山
梨
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
全
国
青
年

司
法
書
士
協
議
会
は
、生
活
保
護
に
関
す
る
電

話
と
面
談
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
１
月
28
日（
日
）

時　
間　
10
時
〜
16
時

電　
話　
０
１
２
０（
０
５
２
）０
８
８

面
談
会
場　
山
梨
県
司
法
書
士
会
館（
甲
府
市

　
北
口
一
丁
目
６
番
７
号
）

※

相
談
は
無
料
で
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
山
梨
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

電
話（
２
５
３
）６
９
０
０

●
全
国
一
斉
生
活
保
護
１
１
０
番

募　
　

集

●
２
月
採
用
予
定 

　
市
嘱
託
職
員
募
集

職
種
お
よ
び
募
集
人
員

○
図
書
館
司
書　
１
名

募
集
期
間  

１
月
10
日(

水)

〜
19
日（
金
）

試
験
日　

  

１
月
下
旬
に
実
施
予
定

※

募
集
案
内
お
よ
び
申
込
書
は
、１
月
10
日（
水
）

　
か
ら
人
事
課
で
配
布
し
ま
す
。

●
４
月
採
用
予
定

　
市
臨
時
職
員・嘱
託
職
員
募
集

職
種
お
よ
び
募
集
人
員

○
学
校
用
務
員　
３
名

○
保
育
士　
　
　
10
名

募
集
期
間  

１
月
10
日(

水)

〜
19
日（
金
）

試
験
日　

  

１
月
下
旬
に
実
施
予
定

※

募
集
案
内
お
よ
び
申
込
書
は
、１
月
10
日（
水
）

　
か
ら
人
事
課
で
配
布
し
ま
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
人
事
課電

話（
２
８
２
）６
０
８
４

●
市
内
花
壇
草
取
り

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
み
ど
り
自
然
課
で
管
理
し
て
い
る
花
壇
の
草

取
り
作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

　
主
な
内
容
は
花
壇
の
草
取
り
や
花
植
え
作
業

で
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
お
気
軽
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
み
ど
り
自
然
課

電
話（
２
８
２
）７
２
５
９

●
小・中
学
校「
市
単
講
師
」募
集

任
用
期
間　
４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日

資　
格

　
教
員
免
許
取
得
者
ま
た
は
取
得
見
込
者
で
、

　

教
育
に
情
熱
を
持
ち
心
身
と
も
に
健
全
な
方

募
集
人
員　
若
干
名

勤
務
場
所　
市
内
小
中
学
校

募
集
期
間　
１
月
15
日（
月
）〜
１
月
26
日（
金
）

試
験
日　
　
２
月
９
日（
金
） 

予
定

※

募
集
要
項
等
は
１
月
９
日（
火
）か
ら
教
育
総

　
務
課
で
配
布
し
ま
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
教
育
総
務
課

電
話（
２
８
２
）７
７
７
７

●「
自
主
企
画
講
座
」講
師
募
集

　
自
主
企
画
講
座
と
は
、市
民
の
皆
さ
ま
が
い
ろ

い
ろ
な
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、仕
事
や
趣
味
な
ど

の
活
動
で
培
っ
た
経
験
や
知
識
を
も
と
に
、自
ら

講
座
を
企
画・運
営
す
る
生
涯
学
習
講
座
で
す
。

　
自
ら
学
ん
だ
成
果
を
講
座
の
企
画
実
施
と
い

う
形
で
地
域
に
還
元
し
、学
習
の
輪
が
さ
ら
に
広

●
消
防
団
員
募
集

　
市
消
防
団
で
は
、一緒
に
安
全・安
心
で
住
み
や

す
い
街
づ
く
り
に
貢
献
し
て
く
れ
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
で
身
に
つ
け
た
知
識
や
技
能
は
、自
分

自
身
や
あ
な
た
の
大
切
な
人
を
守
る
た
め
、き
っ

と
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

　
さ
あ
、あ
な
た
も
勇
気
あ
る
一
歩
を
踏
み
出

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
問
合
せ
／
消
防
本
部
消
防
課

電
話（
２
８
２
）７
２
１
４

●
上
級
救
命
講
習
会 

受
講
者
募
集

　
「
あ
な
た
の
勇
気
が
命
を
つ
な
ぐ
第
一
歩
」

開
催
日　
２
月
25
日（
日
）

時　
間　
９
時
〜
18
時

場　
所　
地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

内　
容　
成
人・乳
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
、気
道
異
物
の
処
置
、傷
病
者

　
管
理
法
、外
傷
の
手
当
て
、搬
送
方
法

定　
員　
10
名

受　
付　
１
月
９
日（
火
）〜
１
月
19
日（
金
）

申
込・お
問
合
せ
／
消
防
本
部
消
防
課

電
話（
２
８
２
）７
２
１
４

受
入
市　
米
国
ウ
ィ
ン
タ
ー
セ
ッ
ト
市

定　
員　
中
学
生
３
家
庭・引
率
者
２
家
庭

平
成
30
年
度
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

訪
問
先　
米
国
マ
ー
シ
ャ
ル
タ
ウ
ン
市

定　
員　
10
名

期　
間　
７
月
末
〜
８
月
の
夏
休
み
期
間
10
日

　
程
度

資　
格　
市
内
在
住
の
小
中
学
生（
現
在
、小
学

　
６
年
生
、中
学
１・２
年
生
）

※

翌
年
度
訪
問
団
が
来
市
時
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

　
リ
ー
に
な
れ
る
こ
と
。

締　
切　
２
月
19
日（
月
）

※

自
己
負
担
金
は
全
体
経
費
か
ら
市
補
助
金
10
万

　
円
を
引
い
た
金
額
で
す
。

●
姉
妹
都
市
交
流
参
加
者
募
集

平
成
30
年
度
訪
問
団
員
募
集

が
る
こ
と
を
目
指
し
て
、「
自
主
企
画
講
座
」の
講

師
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
１
月
４
日（
木
）〜
31
日（
水
）

資　
格　
市
内
在
住
も
し
く
は
在
勤
の
個
人
ま

　
た
は
団
体

募
集
数　
12
講
座（
１
講
座
／
月
）

申　
込　
生
涯
学
習
課・市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

　
配
布
す
る
申
込
用
紙
に
記
入
し
、生
涯
学
習

　
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

平
成
30
年
度
中
に
実
施
す
る
講
座
を
募
集
し

　
ま
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話（
２
８
２
）７
７
７
８

●
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院 

学
生
募
集

　
山
梨
県
の
高
齢
者
生
涯
学
習
の
場
で
あ
る「
山

梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
」で
は
、平
成
30
年
度
の
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

修
業
年
限　
２
年（
１
年
間
で
25
講
座
実
施
）

講
座
日　
原
則
と
し
て
金
曜
日（
月
平
均
２
回
）

出
願
受
付　
２
月
１
日（
木
）〜
３
月
15
日（
木
）

※

入
学
案
内・募
集
要
項
は
市
役
所
、公
民
館
、

　
図
書
館
で
配
付
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

電
話（
２
３
３
）６
９
４
７

資　
格　
市
内
在
住
の
小
中
学
生
な
ど

期　
間　
７
月
末
〜
８
月
の
夏
休
み
期
間
10
日

　
程
度

申
込・お
問
合
せ
／
国
際
交
流
協
会　

電
話（
２
８
０
）８
３
４
５

－４－

募
集

  

せ
ら
知
お

   
  

   



●
成
年
後
見
制
度
相
談
会（
予
約
優
先
）

　
成
年
後
見
制
度
は
、認
知
症
、精
神
障
害
、知

的
障
害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

人
が
、財
産
管
理
や
日
常
生
活
で
の
様
々
な
契

約
等
を
行
な
う
と
き
に
、判
断
が
む
ず
か
し
く

不
利
益
を
被
る
こ
と
等
を
防
ぎ
、権
利
と
財
産

を
守
り
、支
援
す
る
制
度
で
す
。

開
催
日　
１
月
19
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

相
談
員　
社
会
福
祉
士

申
込・お
問
合
せ
／
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
７
２
２

●
不
動
産
無
料
相
談
会（
予
約
不
要
）

　
宅
建
協
会
に
よ
る
不
動
産
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
や
不
安
な
ど
の
相
談
会
で
す
。

開
催
日　
１
月
17
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

電
話（
２
４
３
）４
３
０
０

受
入
市　
米
国
ウ
ィ
ン
タ
ー
セ
ッ
ト
市

定　
員　
中
学
生
３
家
庭・引
率
者
２
家
庭

●
司
法
書
士
に
よ
る

　
「
相
続・遺
言・成
年
後
見
」無
料
相
談
会

開
催
日　
２
月
３
日（
土
） ※

予
約
優
先

時　
間　
13
時
〜
16
時

場　
所　
山
梨
県
立
図
書
館

お
問
合
せ
／

　
山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
５
３
）２
３
７
６

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

●【
無
料
】健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

高
齢
者
向
き
の
リ
ズ
ム
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ

等
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
１
月
20
日（
土
）、27
日（
土
）

時　
間　
10
時
〜
11
時
30
分

場　
所　
甲
西
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
20
日
）

　
　
　
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
27
日
）

対　
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

参
加
費　
無
料
、送
迎
バ
ス
有
り（
要
問
合
せ
）

持
ち
物　
汗
拭
き
用
タ
オ
ル

●【
無
料
】ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

開
催
日　
１
月
25
日（
木
）

※

１
月
11
日（
木
）は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

時　
間　
20
時
〜
21
時
30
分

場　
所　
櫛
形
総
合
体
育
館

申　
込　
不
要

持
ち
物　
タ
オ
ル
、屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物

申
込・お
問
合
せ
／
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

　
事
務
局（
生
涯
学
習
課
）電

話（
２
８
２
）７
７
７
８

無
料
相
談

　
結
婚
を
希
望
す
る
方
へ
結
婚
相
手
の
紹
介
と

相
談
を
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　
１
月
21
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
20
時

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

要　
件　
男
性
50
才
、女
性
45
才
ま
で
の
健
康
な
方

持
ち
物　
印
鑑
、ス
ナ
ッ
プ
写
真
１
枚

お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

●
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

　
各
種
市
民
向
け
相
談
会

結
婚
相
談（
登
録
制
）

●
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談

　
家
族
が
も
し
か
し
て
認
知
症
か
も
、認
知
症
の

家
族
の
介
護
が
つ
ら
い
、近
所
の
認
知
症
の
人
に

ど
う
接
す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
、ひ
と
り
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　
毎
週
水
曜
日

時　
間　
８
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
介
護
福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

※

相
談
日
以
外
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課電

話（
２
８
２
）７
３
３
９

②
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　
「
や
ま
び
こ
の
会
」相
談
日

開
催
日　
１
月
17
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
白
根
げ
ん
き
館

※

認
知
症
カ
フ
ェ「
カ
フ
ェ
や
ま
び
こ
」も
同
時
開

　
催
し
ま
す
。（
参
加
費
２
０
０
円
）

※

予
約
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会 

名
取

電
話
０
８
０（
１
０
９
１
）８
８
４
１

●
出
張
ふ
く
し
相
談
会
開
催

　
ふ
く
し
の
専
門
相
談
員（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）が
相
談
に

応
じ
ま
す
。相
談
無
料
、秘
密
厳
守
！
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
１
月
16
日（
火
）

時　
間　
10
時
〜
12
時

場　
所　
Ｊ
Ａ
こ
ま
野
飯
野
支
所

※

相
談
会
以
外
で
も
常
時
相
談
を
受
け
付
け
て

　
い
ま
す
。

お
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会
ふ
く
し
相
談
支

　
援
セ
ン
タ
ー　
　

   

電
話（
２
８
４
）７
８
３
０

無
料
法
律
相
談

　
相
続
、土
地・不
動
産
、借
金
、離
婚
な
ど
の
法

律
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

○
司
法
書
士
会（
予
約
優
先
１
人
50
分・１
月
４

　
日
予
約
開
始
）

開
催
日　
１
月
18
日（
木
）

時　
間　
13
時
〜
16
時

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど

を
受
け
付
け
ま
す
。

開
催
日　
１
月
12
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談

資　
格　
市
内
在
住
の
小
中
学
生
な
ど

期　
間　
７
月
末
〜
８
月
の
夏
休
み
期
間
10
日

　
程
度

申
込・お
問
合
せ
／
国
際
交
流
協
会　

電
話（
２
８
０
）８
３
４
５

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　
件　
市
内
在
住

○
弁
護
士
会（
予
約
制
１
人
30
分・１
月
４
日
予

　
約
開
始
）

開
催
日　
１
月
26
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　
所　
市
役
所
本
庁
舎

要　
件　
市
内
在
住  

予
約
年
度
１
回
ま
で

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話（
２
８
２
）６
４
９
３

－５－

ト
ン
ベ
イ

談
相
料
無

募
集



●
市
立
図
書
館×

市
地
域
包
括 

コ
ラ
ボ
企
画

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、認
知
症
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
、認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か

く
見
守
る
応
援
者
で
す
。あ
な
た
も
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

●
介
護
者
の
つ
ど
い

 
「
認
知
症
の
人
を
在
宅
で
看
る
と

　

 
い
う
こ
と
」

開
催
日　
１
月
24
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　

①｢

認
知
症
の
人
を
在
宅
で
看
る
と
い
う
こ
と｣

　
長
田 

忠
孝 

先
生

②
話
し
合
い

参
加
費　
無
料

※

予
約
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会 

名
取

電
話
０
８
０（
１
０
９
１
）８
８
４
１

　
介
護
福
祉
課　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
３
３
９

●
や
ま
な
み
の
湯
の
イ
ベ
ン
ト

①
オ
イ
ル
で
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ・成
長
カ
レ
ン

　
ダ
ー
作
り（
要
予
約
）

開
催
日　
１
月
22
日（
月
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
や
ま
な
み
の
湯

対　
象　
２
ヵ
月
か
ら
１
歳
半
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

　
と
マ
マ

参
加
費　
１
，２
０
０
円

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
、写
真
２
〜
３
枚

申　
込　
担
当 

内
藤

　
　
　
　
電
話 

０
９
０（
５
４
９
５
）６
１
０
０

受
付
期
間　
１
月
４
日（
木
）〜
１
月
15
日（
月
）

※

な
お
、申
込
み
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、受
付

　
期
間
を
過
ぎ
て
も
受
け
付
け
ま
す
。

①
布
で
作
る
ブ
ロ
ー
チ・イ
ヤ
リ
ン
グ
教
室

　
ウ
ー
ル
の
刺
繍
生
地
で
ブ
ロ
ー
チ
ま
た
は
イ

ヤ
リ
ン
グ
を
作
り
ま
す
。申
し
込
み
時
に
ど
ち
ら

を
作
る
か
選
べ
ま
す
。

開
催
日　
１
月
24
日（
水
）

時　
間　
19
時
〜
21
時　

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
１
，０
０
０
円（
材
料
費
込
）

定　
員　
20
名

②
特
別
観
望
日

　
「
冬
の
星
座
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
観
る
会
」

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
冬
の
星
座
を
観
ま
す
。晴

れ
て
い
た
ら
大
型
望
遠
鏡
も
使
い
ま
す
。

開
催
日　
１
月
27
日（
土
）

時　
間　
19
時
〜
20
時

場　
所　
ふ
る
さ
と
天
文
館

参
加
費　
１
０
０
円

定　
員　
20
名

③
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
石
鹸
作
り
教
室

　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
で
癒
さ
れ
る
石
鹸
を
作

り
ま
す
。

開
催
日　
１
月
31
日（
水
）

時　
間　
19
時
〜
20
時
30
分

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
１
，２
０
０
円

定　
員　
24
名

④
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ケ
ー
キ
作
り
教
室

　
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。お
一

人
で
も
親
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
生
涯
学
習
講
座

●
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

　

市
民
の
企
画
内
容
を
磨
き
上
げ
、情
報
交
換

や
連
携
を
す
す
め
る
市
民
の
交
流
サ
ロ
ン
で
す
。

開
催
日　
１
月
９
日（
火
）

時　
間　
19
時
30
分
〜

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

講　
師　
佐
藤
文
昭
先
生（
県
立
大
学
）

①
市
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
サ
ロ
ン

開
催
日　
２
月
11
日（
日
）

時　
間　
10
時
〜
13
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
２
，１
０
０
円(

材
料
費
込)

定　
員　
12
組

※

各
講
座
と
も
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

　
り
ま
す
。

※

定
員
以
下
の
場
合
は
開
講
で
き
な
い
こ
と
も

　
あ
り
ま
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話（
２
８
２
）７
７
７
８

●
市
立
図
書
館×

市
地
域
包
括 

コ
ラ
ボ
企
画

　
新
春
映
画
鑑
賞
会

開
催
日　
１
月
14
日（
日
）

時　
間　
14
時
〜
15
時
50
分

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

題　
名　

｢

共
に
歩
く｣

（
共
依
存
、ア
ル
コ
ー
ル

　
依
存
症
、認
知
症…

つ
ら
く
て
も
離
れ
ら
れ
な

　
い
３
組
の
男
女
を
描
い
た
愛
の
物
語
）

申　
込　
不
要（
参
加
無
料
）

お
問
合
せ
／
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
２
８
６

　
市
内
在
住
の
音
楽
家
、藤
原
義
章
さ
ん（
指
揮
、

ビ
オ
ラ
）が
、「
音
楽
は
森
羅
万
象
に
通
じ
る
」を

テ
ー
マ
に
、演
奏
や
お
茶
を
交
え
て
、さ
ま
ざ
ま

な
事
柄
を
モ
チ
ー
フ
に
展
開
す
る
気
楽
な
音
楽

談
話
会
で
す
。

開
催
日　
１
月
16
日（
火
）

時　
間　
19
時
〜

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
５
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

主　
催　
さ
と
や
ま
ダ
モ
ー
レ

②
第
31
回
さ
ら
り
と
音
楽
談
義

　
〜
環
境
と
音
楽
〜

　

ゲ
ス
ト
は
市
内
出
身
の
岩
下
ひ
か
り
さ
ん
。

イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ン
国
立
公
園
で
の
活
動
、ウ
エ
ス

ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
で
の
野
生
動
物
の
教
育
や

②
耳
つ
ぼ・ヘッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
リ
フ
ト
ア
ッ
プ

開
催
日　
１
月
11
日（
木
）、25
日（
木
）

時　
間　
13
時
〜
18
時

場　
所　
や
ま
な
み
の
湯

参
加
費　
１
，０
０
０
円

お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯

電
話（
２
８
０
）３
３
４
０

研
究
か
ら
、現
在
所
属
す
る
N
P
O
法
人
甲
斐

け
も
の
社
中
の
取
り
組
み
ま
で
、幼
少
期
の
体
験

も
ふ
く
め
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。講
演
後
、交

流
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。団
体・個
人
な
ど
、ど
な

た
で
も
参
加
可
能
。

開
催
日　
１
月
23
日(

火)

時　
間　
19
時
30
分
〜

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

内　
容　
講
演
、交
流
会

申
込・お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

開
催
日　
①
１
月
20
日（
土
）  

②
１
月
25
日（
木
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内　
容　
認
知
症
の
基
礎
知
識
や
認
知
症
の
人

　
へ
の
対
応
方
法
に
つ
い
て

　
認
知
症
に
関
す
る
書
籍
の
紹
介
等

参
加
費　
無
料

申
込・お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課

電
話（
２
８
２
）７
３
３
９

③
と
き
ど
き
カ
フ
ェ
R（
リ
タ
ー
ン
ズ
）

　
〜
甲
斐
け
も
の
社
中・岩
下
ひ
か
り
氏
〜

－６－

ト
ン
ベ
イ



●
南
ア
ル
プ
ス
歴
史
講
座「
土
偶
の
学
校
」

　
第
１
回「
山
梨
の
土
偶
を
考
え
る

　
〜
私
の
考
え
る
鋳
物
師
屋
土
偶
〜
」

　
「
子
宝
の
女
神
ラ
ヴ
ィ
」を
は
じ
め
、山
梨
の
土

偶
、そ
し
て
南
ア
ル
プ
ス
市
の
土
偶
に
つ
い
て
、縄

文
の
研
究
者
た
ち
に
よ
る
リ
レ
ー
講
座
を
開
催

し
、そ
の
価
値
を
探
り
ま
す
。そ
の
第
１
回
目
。

開
催
日　
１
月
21
日（
日
）

時　
間　
10
時
〜（
約
１
時
間
半
）

講　
師　
新
津 

健（
市
文
化
財
保
護
審
議
会
長
）

定　
員　
30
名（
要
申
込
。申
込
順
で
締
切
り
）

費　
用　
無
料

会　
場　
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

申
込・お
問
合
せ
／
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

電
話（
２
８
２
）７
４
０
８

●
南
ア
ル
プ
ス
市
小
学
生
チ
ビ
リ
ン

　
ピ
ッ
ク
駅
伝
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

開
催
日　
２
月
17
日（
土
）

場　
所　
櫛
形
総
合
公
園
内
コ
ー
ス

対
象
者　
小
学
生

参
加
費　
１
チ
ー
ム
１
，０
０
０
円

受　
付　
１
月
５
日（
金
）〜
28
日（
日
）

申
込・お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
市
体
育
協
会

電
話（
２
３
６
）８
５
５
５（
月
曜
定
休
日
）

●
働
く
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と

　
健
康
セ
ミ
ナ
ー
＆
ゆ
る
体
操

　
南
ア
ル
プ
ス
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
の「
働
く
女

性
支
援
」「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
支
援
」の一環
と

し
て
、働
く
女
性
の
心
や
体
、母
性
健
康
管
理
に

つ
い
て
の
講
演
と
ス
ト
レ
ス
対
処
法
や
、セ
ル
フ

ケ
ア
を
中
心
に
ゆ
る
体
操
を
行
な
い
ま
す
。

開
催
日　
１
月
20
日（
土
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時（
受
付
13
時
か
ら
）

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

対　
象　
地
域
で
働
く
女
性

定　
員　
50
名（
要
予
約・託
児
あ
り
）

講
演
会　
13
時
30
分
〜
15
時

講　
師　
女
性
の
健
康
と
W
L
B
推
進
員

　
　
　
　
菅
原 

幸
子
氏

ゆ
る
体
操　
15
時
10
分
〜
16
時

講　
師　
日
本
ゆ
る
協
会　
河
野
貴
仁
氏

持
ち
物　
運
動
が
で
き
る
服
装
、水
筒
、タ
オ
ル

　
な
ど

申
込・お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進

　
課（
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
）

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

フ
ァッ
ク
ス（
２
８
２
）７
４
２
１

●
シ
ャ
ン
ブ
レ
イ
事
業
第
１
０
１
弾

　
新
春
歌
声
喫
茶

 　
懐
か
し
い
あ
の
歌
、こ
の
歌
を
み
ん
な
と
歌
い

ま
す
。

開
催
日　
１
月
14
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜

場　
所　
わ
か
く
さ
ホ
ー
ル

参
加
費　
５
０
０
円（
茶
菓
子
付
き
）

お
問
合
せ
／
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
３
１
１

●
第
15
回
南
ア
ル
プ
ス
市
文
化
協
会

　
舞
踊
発
表
会

　
43
曲
の
演
目
を
１
０
３
名
の
部
員
が
共
演
し

ま
す
。ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
１
月
28
日（
日
）

時　
間　
12
時
30
分（
開
場
12
時
）

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

演　
目　
花
嫁
人
形
、木
曽
路
の
女 

ほ
か

お
問
合
せ
／
市
川
和
男

電
話
０
９
０（
７
９
０
１
）７
０
７
７

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
桃
源
オ
ル
ガ
ン
ス
ク
ー
ル・

　
桃
源
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ル
ガ
ン
ス
ク
ー
ル

　
発
表
会

開
催
日　
１
月
14
日（
日
）

時　
間　
開
場
14
時
、開
演
14
時
30
分

場　
所　
桃
源
文
化
会
館 

桃
源
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料

主　
催　
一
般
財
団
法
人 

桃
源
文
化
振
興
協
会

　
発
表
会
終
了
後
に
オ
ル
ガ
ン
を
間
近
で
見
た

り
触
れ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ど
な
た
で

も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

オ
ル
ガ
ン
と
ふ
れ
あ
う
会

　
普
段
ピ
ア
ノ
で
弾
い
て
い
る
曲
を
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
で
弾
い
て
み
た
い
と
い
う
方
は
、１
人

５
分
ず
つ
オ
ル
ガ
ン
の
試
奏
体
験
が
で
き
ま
す
。

※

ピ
ア
ノ
と
比
べ
て
各
段
の
鍵
盤
数
が
少
な
い

　
の
で
、ご
不
明
な
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。（
先
着
20
名・当
日
14
時
〜
15
時
受
付
に

　
て
予
約
）

お
問
合
せ
／
桃
源
文
化
会
館

電
話（
２
８
４
）３
４
１
１

ち
ょっ
と
だ
け
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
！

　

ゲ
ス
ト
は
市
内
出
身
の
岩
下
ひ
か
り
さ
ん
。

イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ン
国
立
公
園
で
の
活
動
、ウ
エ
ス

ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
で
の
野
生
動
物
の
教
育
や

研
究
か
ら
、現
在
所
属
す
る
N
P
O
法
人
甲
斐

け
も
の
社
中
の
取
り
組
み
ま
で
、幼
少
期
の
体
験

も
ふ
く
め
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。講
演
後
、交

流
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。団
体・個
人
な
ど
、ど
な

た
で
も
参
加
可
能
。

開
催
日　
１
月
23
日(
火)

時　
間　
19
時
30
分
〜

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

内　
容　
講
演
、交
流
会

申
込・お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

●
木
版
画
実
技
講
座

　
数
枚
の
版
木
を
作
り
、摺
り
重
ね
て
ひ
と
つ
の

作
品
に
仕
上
げ
る「
多
版
多
色
摺
り
版
画
」を
制

作
し
ま
す
。

　
あ
た
た
か
み
の
あ
る
木
版
画
で
、オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
を
制
作
し
て
み
ま
せ
ん
か
。初
心
者
の
方
も

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
１
月
20
日（
土
）、27
日（
土
）

時　
間　
10
時
〜
16
時

※

昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

場　
所　
市
立
美
術
館 

会
議
室

受
講
料　
１
，０
０
０
円（
両
日
分
、材
料
費
含
む
）

講　
師　
雨
宮
千
鶴（
版
画
家
）

対　
象　
両
日
参
加
で
き
る
中
学
生
以
上
の
方

定　
員　
16
名（
要
申
し
込
み
、先
着
順
）

申
込・お
問
合
せ
／
市
立
美
術
館

電
話（
２
８
２
）６
６
０
０

家
庭
で
、地
域
で

備
え
ま
し
ょ
う

家
庭
で
、地
域
で

備
え
ま
し
ょ
う

●
家
屋
の
耐
震
化

●
家
具
の
転
倒
防
止

●
簡
易
ト
イ
レ
の
準
備

●
７
日
分
の
水
と
食
糧
の
備
蓄

－７－

ト
ン
ベ
イ

ら
か
民
市



11 月 の 入 札 結 果
●市役所関係　お問合せ／管財契約課　TEL.282-6092
開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

●企業局関係　お問合せ／企業局総務課　TEL.282-2016
開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

11月  2日 消防デジタル無線局再免許申請業務委託（基地局・移動局） 市内 ㈲和田電気商会 460,782

11月  2日 市指定ごみ袋（大）購入（３回目） 市内 ㈱ヤマゲン 8,067,600

11月  2日 平成30年度南アルプス市消防団新入団員用装備（活動服及びアポロキャップ）購入 十五所地内 ㈲ヤマト商事 4,510,080

11月  2日 平成30年度南アルプス市消防団新入団員用半長靴購入 十五所地内 ミドリ安全山梨㈱ 907,200

11月  2日 デジタル印刷機リース（健康増進課） 飯野地内 ㈲丸栄商事 8,640

11月  2日 デジタル複写機借入れ（芦安窓口サービスセンター） 芦安芦倉地内 ㈲丸栄商事 37,800

11月  6日 天笑閣改修工事 駒場地内 ㈲磯野建設 48,060,000

11月  6日 白根百田小学校屋外照明施設ＬＥＤ化工事 百々地内 ㈲和田電気設備工業 42,120,000

11月  6日 南アルプス市道路照明灯LED化導入設置工事 １工区 市内 青木電工㈱ 39,312,000

11月  6日 南アルプス市道路照明灯LED化導入設置工事 ２工区 市内 ㈲西川電気工事 36,558,000

11月  6日 南アルプス市道路照明灯LED化導入設置工事 ３工区 市内 ㈲小林電気商会 38,016,000

11月  6日 南アルプス市道路照明灯LED化導入設置工事 ４工区 市内 ㈱山晃電機工業 35,748,000

11月  6日 南アルプス市道路照明灯LED化導入設置工事 ５工区 市内 ㈲加賀美電工 37,800,000

11月  6日 櫛形テニスコート人工芝生新設工事 小笠原地内 輪田道路・新津建設JV 78,840,000

11月  6日 滝沢川左岸第七排水区 雨水管渠布設工事 小笠原地内 ㈱川崎建設 67,932,000

11月  6日 若草15号線水路新設工事 下今井地内 ㈱内田建設 13,176,000

11月  6日 櫛形８号線道路改良工事１工区 桃園地内 ㈱青柳興業 17,604,000

11月  6日 六科３－１号線水路改修工事 六科地内 ㈲丸利森本建設 6,588,000

11月  6日 飯野48号線舗装工事 飯野地内 ㈱シンワ 2,700,000

11月  6日 櫛形西体育館非構造部材耐震化他工事設計業務委託 上市之瀬地内 ㈱土谷設計事務所 2,808,000

11月  6日 南アルプス市庁舎耐震棟建設・本庁舎耐震改修工事（建築主体工事) （12月1日議会議決） 小笠原地内 内藤ハウス・ナカゴミ建設・米山住研JV 683,640,000

11月  6日 南アルプス市庁舎耐震棟建設・本庁舎耐震改修工事（電気設備工事) （12月1日議会議決） 小笠原地内 中央電気・小林電気商会JV 259,200,000

11月  6日 南アルプス市庁舎耐震棟建設・本庁舎耐震改修工事（機械設備工事） （12月1日議会議決） 小笠原地内 雨宮工業・三和住設JV 149,580,000

11月  6日 桃源文化会館改修工事 （12月1日議会議決） 飯野地内 長田組土木・市川工務店・磯野建設JV 777,600,000

11月13日 （仮称）白根桃源図書館・白根生涯学習センターヒートポンプ設備設置建設工事 飯野地内 ㈱萩原ボーリング 15,660,000

11月16日 白根御勅使中学校校舎備品購入 百々地内 ㈱正直堂 南アルプス店 9,899,280

11月16日 小学校卒業祝品購入 市内 シマヤ書店 763,344

11月16日 平成30年度健康づくり日程表印刷業務 飯野地内 野中印刷所 1,458,000

11月16日 南アルプス市消防団簡易無線機購入 十五所地内 ㈱斉藤テレビ 362,880

11月20日 公共下水道管渠布設工事（田島１工区） 田島地内 ㈱金丸工務所 8,910,000

11月20日 野牛島北水路改修工事 野牛島地内 ㈲三友建材土木 9,568,800

11月20日 源28号線水路新設工事 有野地内 ㈱市口興業 5,940,000

11月20日 西野８号線路肩拡幅工事 西野地内 ㈱荒井建材 6,890,400

11月20日 白根６号線舗装修繕工事 飯野地内 ㈱輪田道路 19,872,000

11月20日 櫛形17号線舗装修繕工事 小笠原地内 新津建設㈱ 8,208,000

11月20日 公共下水道舗装本復旧工事（百々工区） 百々地内 中建産業㈱ 3,186,000

11月20日 公共下水道舗装本復旧工事（野牛島工区） 野牛島地内 ㈱シンワ 2,700,000

11月20日 八田高度農業情報センター外構工事 榎原地内 ㈲手塚建材興業 32,832,000

11月30日 平成30年度交通災害共済申込書印刷・封入業務委託 市内 光ビジネスフォーム㈱ 甲府営業所 1,154,487

11月30日 落合小学校屋内運動場備品購入 落合地内 ㈱正直堂 南アルプス店 2,836,080

11月30日 平成30年度家庭ごみ収集カレンダー印刷業務 市内 ㈱山扇印刷 3,341,520

11月30日 芦安支所移転に伴うネットワーク機器購入 芦安芦倉地内 ㈱システムインナカゴミ 営業本部 2,046,600

11月  8日 公共下水道事業に伴う配水管布設替工事（藤田1工区） 藤田地内 ㈲鈴木設備工業 4,320,000

11月22日 畑かん更新事業に伴う給配水管布設替補償工事（沢登工区） 沢登地内 ㈲東設備 4,557,600

－８－

果
結
札
入




